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(57)【要約】
　引き伸ばし剥離可能な接着テープ、この接着テープを含む物品、及びこの接着テープの
用途が開示される。接着テープは、少なくとも１つの感圧性接着剤層に隣接する裏材層を
備える。裏材層は、ポリ（アルキレン）コポリマーを含む。各感圧性接着剤層はポリイソ
ブチレン材料を含む。この接着テープは、視覚的に透明であってよい。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＡＳＴＭ　Ｄ１００３－０７の方法を使用した測定で５パーセント以下の曇り及び少な
くとも８５パーセントと等しい視感透過率を有する裏材層であって、
　（１）エテン、プロペン、又はこれらの混合物から選択される第１のアルケンと、
　（２）４～８個の炭素原子を有する１，２－アルケンから選択される第２のアルケンと
、を含む、反応混合物の重合生成物を含むポリ（アルキレン）コポリマーを含む裏材層と
、
　前記裏材層の主表面に隣接する少なくとも１つの感圧性接着剤層であって、ポリイソブ
チレン材料を含む感圧性接着剤層と、を含み、
　破断せずに第１の方向に少なくとも５０パーセント引き伸ばし可能である、接着テープ
。
【請求項２】
　前記ポリイソブチレン材料が硬化される、請求項１に記載の接着テープ。
【請求項３】
　感圧性接着剤層が粘着付与樹脂を更に含む、請求項１に記載の接着テープ。
【請求項４】
　前記感圧性接着剤層が、（ａ）前記ポリイソブチレン材料と、（ｂ）前記接着剤層の総
固体含量に基づき０～１０重量パーセント未満の範囲の量の粘着付与樹脂と、を含み、前
記ポリイソブチレン材料が、７５，０００～４，２００，０００グラム／モルの範囲の重
量平均分子量を有する第１のポリイソブチレンを含む、請求項１又は２に記載の接着テー
プ。
【請求項５】
　前記第１のポリイソブチレンが、前記ポリイソブチレン材料の総重量に基づき少なくと
も９０重量パーセントに等しい量で存在する、請求項４に記載の接着テープ。
【請求項６】
　前記感圧性接着剤層が、（ａ）前記接着剤層の総固体含量に基づき４０～９０重量パー
セントの範囲の量の前記ポリイソブチレン材料と、（ｂ）前記接着剤層の総固体含量に基
づき１０～６０重量パーセントの範囲の量の粘着付与樹脂と、を含み、前記ポリイソブチ
レン材料が、８５，０００～４，２００，０００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を
有する第１のポリイソブチレンを含む、請求項１又は２に記載の接着テープ。
【請求項７】
　前記第１のポリイソブチレンが、前記ポリイソブチレン材料の総重量に基づき少なくと
も９０重量パーセントに等しい量で存在する、請求項６に記載の接着テープ。
【請求項８】
　前記感圧性接着剤層が、（ａ）前記ポリイソブチレン材料と、（ｂ）前記接着剤層の総
固体含量に基づき０～１０重量パーセント未満の範囲の量の粘着付与樹脂と、を含み、前
記ポリイソブチレン材料が、（ｉ）２００，０００グラム／モル～４，２００，０００グ
ラム／モルの範囲の重量平均分子量を有し、前記ポリイソブチレン材料の総重量に基づき
５０～９０重量パーセントの範囲の量の第１のポリイソブチレンと、（ｉｉ）１，０００
～８０，０００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を有し、ポリイソブチレン材料の総
重量に基づき１０～５０重量パーセントの範囲の量の第２のポリイソブチレンと、を含む
、請求項１又は２に記載の接着テープ。
【請求項９】
　前記感圧性接着剤層が、（ａ）ポリイソブチレン材料と、（ｂ）前記接着剤層の総固体
含量に基づき０～１０重量パーセント未満の範囲の量の粘着付与樹脂と、を含み、前記ポ
リイソブチレン材料が、（ｉ）３００，０００～４，２００，０００グラム／モルの範囲
の重量平均分子量を有し、ポリイソブチレン材料の総重量に基づき１０～４０重量パーセ
ントの範囲の量の第１のポリイソブチレンと、（ｉｉ）５０，０００超～２５０，０００
グラム／モルの範囲の重量平均分子量を有し、ポリイソブチレン材料の総重量に基づき５
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０～７０重量パーセントの範囲の量の第２のポリイソブチレンと、（ｉｉｉ）１，０００
～５０，０００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を有し、ポリイソブチレン材料の総
重量に基づき１０～２０重量パーセントの範囲の量の第３のポリイソブチレンと、を含む
、請求項１又は２に記載の接着テープ。
【請求項１０】
　前記感圧性接着剤層が、（ａ）接着剤層の総固体含量に基づき７０～９０重量パーセン
トの範囲の量のポリイソブチレン材料と、（ｂ）接着剤層の総固体含量に基づき１０～３
０重量パーセントの範囲の量の粘着付与樹脂と、を含み、前記ポリイソブチレン材料が、
（ｉ）１００，０００～４，２００，０００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を有し
、ポリイソブチレン材料の総重量に基づき１０～３０重量パーセントの範囲の量の第１の
ポリイソブチレンと、（ｉｉ）３０，０００～７５，０００グラム／モルの範囲の重量平
均分子量を有し、ポリイソブチレン材料の総重量に基づき７０～９０重量パーセントの範
囲の量の第２のポリイソブチレンと、を含む、請求項１又は２に記載の接着テープ。
【請求項１１】
　前記ポリ（アルキレン）コポリマーが０．８６～０．９１の範囲の比重を有する、請求
項１～１０のいずれか一項に記載の接着テープ。
【請求項１２】
　各感圧性接着剤層が光学的に透明である、請求項１～１１のいずれか一項に記載の接着
テープ。
【請求項１３】
　前記接着テープが、裏材層と、裏材層の第１の主表面に隣接する第１の感圧性接着剤層
と、裏材層の第２の主表面に隣接する第２の感圧性接着剤層と、を含む、請求項１～１２
のいずれか一項に記載の接着テープ。
【請求項１４】
　前記第１の感圧性接着剤層が、前記第２の感圧性接着剤層とは異なる、請求項１３に記
載の接着テープ。
【請求項１５】
　第１の基材と、
　前記第１の基材に接着された接着テープであって、
　（Ａ）
　　（１）エテン、プロペン、又はこれらの混合物から選択される第１のアルケンと、
　　（２）４～８個の炭素原子を有する１，２－アルケンから選択される第２のアルケン
と、を含む、第１の重合性反応混合物の重合生成物を含むポリ（アルキレン）コポリマー
を含む裏材層であって、
　ＡＳＴＭ　Ｄ１００３－０７を使用して５パーセント以下の曇り及び少なくとも８５パ
ーセントと等しい視感透過率を有する裏材層と、
　（Ｂ）前記裏材層の第１の主表面に隣接する第１の感圧性接着剤層であって、ポリイソ
ブチレン材料を含む第１の感圧性接着剤層と、
　（Ｃ）前記第１の基材を越えて延在するツメであって、引くことによって接着テープが
引き伸ばされ、前記第１の基材から接着テープが剥離されるツメと、を含み、ツメが引か
れたとき、破断せずに第１の方向に少なくとも５０パーセント引き伸ばし可能である接着
テープと、を含む、物品。
【請求項１６】
　前記第１の感圧性接着剤層が光学的に透明である、請求項１５に記載の物品。
【請求項１７】
　前記ポリイソブチレンが硬化される、請求項１５又は１６に記載の物品。
【請求項１８】
　感圧性接着剤層が粘着付与樹脂を更に含む、請求項１５～１７のいずれか一項に記載の
物品。
【請求項１９】
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　前記感圧性接着剤層が、（ａ）ポリイソブチレン材料と、（ｂ）前記接着剤層の総固体
含量に基づき０～１０重量パーセント未満の範囲の量の粘着付与樹脂と、を含み、前記ポ
リイソブチレン材料が、７５，０００～４，２００，０００グラム／モルの範囲の重量平
均分子量を有する第１のポリイソブチレンを含む、請求項１５～１７のいずれか一項に記
載の物品。
【請求項２０】
　前記感圧性接着剤層が、（ａ）前記接着剤層の総固体含量に基づき４０～９０重量パー
セントの範囲の量のポリイソブチレン材料と、（ｂ）前記接着剤層の総固体含量に基づき
１０～６０重量パーセントの範囲の量の粘着付与樹脂と、を含み、前記ポリイソブチレン
材料が、８５，０００～４，２００，０００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を有す
る第１のポリイソブチレンを含む、請求項１５～１７のいずれか一項に記載の物品。
【請求項２１】
　前記感圧性接着剤層が、（ａ）ポリイソブチレン材料と、（ｂ）前記接着剤層の総固体
含量に基づき０～１０重量パーセント未満の範囲の量の粘着付与樹脂と、を含み、前記ポ
リイソブチレン材料が、（ｉ）２００，０００グラム／モル～４，２００，０００グラム
／モルの範囲の重量平均分子量を有し、前記ポリイソブチレン材料の総重量に基づき５０
～９０重量パーセントの範囲の量の第１のポリイソブチレンと、（ｉｉ）１，０００～８
０，０００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を有し、前記ポリイソブチレン材料の総
重量に基づき１０～５０重量パーセントの範囲の量の第２のポリイソブチレンと、を含む
、請求項１５～１７のいずれか一項に記載の物品。
【請求項２２】
　前記感圧性接着剤層が、（ａ）前記ポリイソブチレン材料と、（ｂ）前記接着剤層の総
固体含量に基づき０～１０重量パーセント未満の範囲の量の粘着付与樹脂と、を含み、前
記ポリイソブチレン材料が、（ｉ）３００，０００～４，２００，０００グラム／モルの
範囲の重量平均分子量を有し、前記ポリイソブチレン材料の総重量に基づき１０～４０重
量パーセントの範囲の量の第１のポリイソブチレンと、（ｉｉ）５０，０００超～２５０
，０００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を有し、前記ポリイソブチレン材料の総重
量に基づき５０～７０重量パーセントの範囲の量の第２のポリイソブチレンと、（ｉｉｉ
）１，０００～５０，０００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を有し、前記ポリイソ
ブチレン材料の総重量に基づき１０～２０重量パーセントの範囲の量の第３のポリイソブ
チレンと、を含む、請求項１５～１７のいずれか一項に記載の物品。
【請求項２３】
　前記感圧性接着剤層が、（ａ）前記接着剤層の総固体含量に基づき７０～９０重量パー
セントの範囲の量の前記ポリイソブチレン材料と、（ｂ）前記接着剤層の総固体含量に基
づき１０～３０重量パーセントの範囲の量の粘着付与樹脂と、を含み、前記ポリイソブチ
レン材料が、（ｉ）１００，０００～４，２００，０００グラム／モルの範囲の重量平均
分子量を有し、前記ポリイソブチレン材料の総重量に基づき１０～３０重量パーセントの
範囲の量の第１のポリイソブチレンと、（ｉｉ）３０，０００～７５，０００グラム／モ
ルの範囲の重量平均分子量を有し、前記ポリイソブチレン材料の総重量に基づき７０～９
０重量パーセントの範囲の量の第２のポリイソブチレンと、を含む、請求項１５～１７の
いずれか一項に記載の物品。
【請求項２４】
　第１の基材と、
　第２の基材と、
　前記第１の基材と前記第２の基材との間に配置される接着テープであって、前記接着テ
ープが前記第１の基材を前記第２の基材に連結し、
　（Ａ）
　　（１）エテン、プロペン、又はこれらの混合物から選択される第１のアルケンと、
　　（２）４～８個の炭素原子を有する１，２－アルケンから選択される第２のアルケン
と、を含む、第１の重合性反応混合物の重合生成物を含むポリ（アルキレン）コポリマー
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を含む裏材層であって、
　ＡＳＴＭ　Ｄ１００３－０７を使用して５パーセント以下の曇り及び少なくとも８５パ
ーセントと等しい視感透過率を有する裏材層と、
　（Ｂ）前記裏材層の第１の主表面に隣接する第１の感圧性接着剤層及び前記裏材層の第
２の主表面に隣接する第２の感圧性接着剤層であって、それぞれポリイソブチレン材料を
含む第１の感圧性接着剤層及び第２の感圧性接着剤層と、
　（Ｃ）前記第１の基材及び前記第２の基材の少なくとも１つを越えて延在するツメであ
って、引くことによって接着テープが引き伸ばされ、前記第１の基材から、前記第２の基
材から、又は前記第１の基材と前記第２の基材の両方から接着テープが剥離されるツメと
、を含み、前記ツメが引かれたとき、破断せずに第１の方向に少なくとも５０パーセント
引き伸ばし可能である接着テープと、を含む、物品。
【請求項２５】
　２つの基材を連結及び分離する方法であって、
　第１及び第２の基材を用意する工程と、
　前記第１の基材と前記第２の基材との間に接着テープを配置する工程であって、前記接
着テープが前記第１の基材を前記第２の基材に連結し、前記接着テープが、
　（Ａ）
　　（１）エテン、プロペン、又はこれらの混合物から選択される第１のアルケンと、
　　（２）４～８個の炭素原子を有する１，２－アルケンから選択される第２のアルケン
と、を含む、第１の重合性反応混合物の重合生成物を含むポリ（アルキレン）コポリマー
を含む裏材層であって、
　ＡＳＴＭ　Ｄ１００３－０７に基づいて５パーセント以下の曇り及び少なくとも８５パ
ーセントと等しい視感透過率を有する裏材層と、
　（Ｂ）前記裏材層の第１の主表面に隣接する第１の感圧性接着剤層及び前記裏材層の第
２の主表面に隣接する第２の感圧性接着剤層であって、それぞれポリイソブチレン材料を
含む第１の感圧性接着剤層及び第２の感圧性接着剤層と、
　（Ｃ）前記第１の基材及び前記第２の基材の少なくとも１つを越えて延在するツメと、
を含む、工程と、
　接着テープのツメを引いて接着テープを引き伸ばし、前記第１の基材から、前記第２の
基材から、又は前記第１の基材と前記第２の基材の両方から接着テープを剥離する工程で
あって、破断せずに第１の方向に少なくとも５０パーセント引き伸ばし可能である工程と
、を含む、方法。
【請求項２６】
　接着テープを製造する方法であって、
　（１）エテン、プロペン、又はこれらの混合物から選択される第１のアルケンと、
　（２）４～８個の炭素原子を有する１，２－アルケンから選択される第２のアルケンと
、を含む、第１の重合性混合物の重合生成物であるポリ（アルキレン）コポリマーを用意
する工程と、
　第１の支持層と第２の支持層との間にポリ（アルキレン）コポリマーを含む裏材層を鋳
造する工程であって、前記裏材層が、ＡＳＴＭ　Ｄ１００３－０７に基づき５パーセント
以下の曇り及び少なくとも８５パーセントの視感透過率を有する工程と、
　前記裏材層の第１の主表面に隣接して少なくとも１つの感圧性接着剤層を配置する工程
であって、少なくとも１つの感圧性接着剤層がポリイソブチレンを含む工程と、を含む方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　引き伸ばし剥離可能な接着テープ、この接着テープを含む物品、この接着テープ両方を
作製する方法、及びこの接着テープの用途を説明する。
【背景技術】
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【０００２】
　引き伸ばし剥離可能な接着テープは、物品を基材に固着するために使用されてきた。物
品は、多くの場合、フック、クランプ、ハンガー、又は小物入れであり、基材は、多くの
場合、壁の表面である。接着テープの引き伸ばしによって、物品を基材から剥離すること
ができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　引き伸ばし剥離可能な接着テープ、この接着テープを含む物品、及びこの接着テープの
用途が開示される。接着テープは、少なくとも１つの感圧性接着剤層に隣接する裏材層を
備える。裏材層は、ポリ（アルキレン）コポリマーを含む。各感圧性接着剤層はポリイソ
ブチレン材料を含む。この接着テープは、視覚的に透明であってよい。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　第１の態様では、接着テープについて説明する。接着テープは、（Ａ）裏材層と、（Ｂ
）裏材層の主表面に隣接する少なくとも１つの感圧性接着剤層と、を含む。裏材層は、（
１）エテン、プロペン、又はこれらの混合物から選択される第１のアルケンと、（２）４
～８個の炭素原子を有する１，２－アルケンから選択される第２のアルケンと、を含有す
る重合性反応混合物の重合生成物であるポリ（アルキレン）コポリマーを含有する。裏材
層は、ＡＳＴＭ　Ｄ１００３－０７の方法を使用した測定で５パーセント以下の曇り及び
少なくとも８５パーセントと等しい視感透過率を有する。少なくとも１つの感圧性接着剤
層は、ポリイソブチレン材料を含有する。接着テープは、破断せずに第１の方向に少なく
とも５０パーセント引き伸ばし可能である。
【０００５】
　第２の態様では、物品について説明する。第１の実施形態では、物品は、第１の基材と
、第１の基材に接着された接着テープと、を含む。接着テープは、（Ａ）裏材層と、（Ｂ
）裏材層の第１の主面に隣接する第１の感圧性接着剤層と、（Ｃ）第１の基材を越えて延
在するツメと、を含む。ツメを引くことによって接着テープが引き伸ばされ、第１の基材
から接着テープが剥離される。接着テープは、破断せずに第１の方向に少なくとも５０パ
ーセント引き伸ばし可能である。裏材層は、（１）エテン、プロペン、又はこれらの混合
物から選択される第１のアルケンと、（２）４～８個の炭素原子を有する１，２－アルケ
ンから選択される第２のアルケンと、を含有する重合性反応混合物の重合生成物であるポ
リ（アルキレン）コポリマーを含有する。裏材層は、ＡＳＴＭ　Ｄ１００３－０７の方法
を使用した測定で５パーセント以下の曇り及び少なくとも８５パーセントと等しい視感透
過率を有する。第１の感圧性接着剤層は、ポリイソブチレン材料を含有する。
【０００６】
　第２の実施形態では、物品は、第１の基材と、第２の基材と、第１の基材と第２の基材
との間に位置付けられた接着テープと、を含む。接着テープは、第１の基材を第２の基材
に連結する。接着テープは、（Ａ）裏材層と、（Ｂ）裏材層の第１の主面に隣接する第１
の感圧性接着剤層及び裏材層の第２の主面に隣接する第２の感圧性接着剤層と、（Ｃ）第
１の基材及び第２の基材の少なくとも１つを越えて延在するツメと、を含む。ツメを引く
ことによって接着テープが引き伸ばされ、第１の基材から、又は第２の基材から、又は第
１の基材及び第２の基材の両方から、接着テープが剥離される。接着テープは、ツメが引
かれたとき、破断せずに第１の方向に少なくとも５０パーセント引き伸ばし可能である。
裏材層は、（１）エテン、プロペン、又はこれらの混合物から選択される第１のアルケン
と、（２）４～８個の炭素原子を有する１，２－アルケンから選択される第２のアルケン
と、を含む重合性反応混合物の重合生成物であるポリ（アルキレン）コポリマーを含有す
る。裏材層は、ＡＳＴＭ　Ｄ１００３－０７の方法を使用した測定で５パーセント以下の
曇り及び少なくとも８５パーセントと等しい視感透過率を有する。第１の感圧性接着剤層
及び第２の感圧性接着剤層は、それぞれポリイソブチレン材料を含有する。
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【０００７】
　第３の態様では、２つの基材を連結及び分離する方法を提供する。この方法は、第１の
基材及び第２の基材を用意することを含む。この方法は、接着テープが第１の基材を第２
の基材に連結するように第１の基材と第２の基材との間に接着テープを位置付けることを
更に含む。接着テープは、（Ａ）裏材層と、（Ｂ）裏材層の第１の主表面に隣接する第１
の感圧性接着剤層及び裏材層の第２の主表面に隣接する第２の感圧性接着剤層と、（Ｃ）
第１の基材及び第２の基材の少なくとも１つを越えて延在するツメと、を含む。接着テー
プは、破断せずに第１の方向に少なくとも５０パーセント引き伸ばし可能である。裏材層
は、（１）エテン、プロペン、又はこれらの混合物から選択される第１のアルケンと、（
２）４～８個の炭素原子を有する１，２－アルケンから選択される第２のアルケンと、を
含有する重合性反応混合物の重合生成物であるポリ（アルキレン）コポリマーを含有する
。裏材層は、ＡＳＴＭ　Ｄ１００３－０７の方法を使用した測定で５パーセント以下の曇
り及び少なくとも８５パーセントと等しい視感透過率を有する。第１の感圧性接着剤層及
び第２の感圧性接着剤層は、それぞれポリイソブチレン材料を含有する。この方法は、接
着テープのツメを引いて、第１の基材から、又は第２の基材から、又は第１の基材及び第
２の基材の両方から、接着テープを剥離することを更に含む。
【０００８】
　第４の態様では、接着テープを調製する方法を提供する。この方法は、（１）エテン、
プロペン、又はこれらの混合物から選択される第１のアルケンと、（２）４～８個の炭素
原子を有する１，２－アルケンから選択される第２のアルケンと、を含む重合性混合物の
重合生成物であるポリ（アルキレン）コポリマーを用意する工程を含む。この方法は、Ａ
ＳＴＭ　Ｄ１００３－０７に基づき裏材層が５パーセント以下の曇り及び少なくとも８５
パーセントの視感透過率を有するように、第１の支持層と第２の支持層との間にポリ（ア
ルキレン）コポリマーを備える裏材層を鋳造する工程を更に含む。この方法はまた、少な
くとも１つの感圧性接着剤層を裏材層の第１の主面に隣接して位置付ける工程を更に含む
。少なくとも１つの感圧性接着剤層は、ポリイソブチレン材料を含有する。
【０００９】
　上記の本発明の概要は、本発明のそれぞれの実施形態又は全ての実現形態を説明するこ
とを意図したものではない。続く図、「発明を実施するための形態」、及び実施例により
、これらの実施形態をより詳しく例示する。
【００１０】
　添付の図面と共に以下の本発明の様々な実施形態の詳細な説明を検討することで、本発
明はより完全に理解され得る。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】代表的な引き伸ばし剥離可能な接着テープの概略図。
【図２】図１に例示した引き伸ばし剥離可能な接着テープを使用して１つに連結された２
つの基材を含む代表的な物品の概略図。
【図３】別の代表的な引き伸ばし剥離可能な接着テープの概略図。
【図４】図３に例示した引き伸ばし剥離可能な接着テープを使用して１つに連結された２
つの基材を含む別の代表的な物品の概略図。
【００１２】
　本発明は種々の修正及び代替の形態に容易に応じるが、その細部は一例として図面に示
されており、また詳しく説明することにする。しかしながら、その意図するところは、記
述した特定の実施形態に本発明を限定することではないことを理解すべきである。逆に、
本発明は、本発明の趣旨及び範囲内に含まれる、全ての修正、等価な形態、及び代替形態
を対象とすることを意図する。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　接着テープ、この接着テープを含有する物品、この接着テープを作製する方法、及びこ
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の接着テープの用途について説明する。より具体的には、この接着テープは、裏材層と、
裏材層の主面に隣接する少なくとも１つの感圧性接着剤層と、を含む。ポリ（アルキレン
）コポリマーを含有するこの裏材層は、典型的に、光学的に透明である。多くの実施形態
で、裏材層及びそれぞれの感圧性接着剤層は光学的に透明である。少なくとも１つの感圧
性接着剤層は、ポリイソブチレン材料を含有する。接着テープは、基材に接着された後に
、引き伸ばすことによって取り除き可能である。
【００１４】
　本明細書で使用するとき、用語「接着剤」及び「感圧性接着剤」及び「ＰＳＡ」は、互
換的に使用される。同様に、用語「接着剤層」及び「感圧性接着剤層」及び「ＰＳＡ層」
は、互換的に使用される。
【００１５】
　用語「ホモポリマー」は、単一のモノマーから調製される高分子材料を意味し、用語「
コポリマー」は、少なくとも２つの異なるモノマーから調製される高分子材料を意味する
。
【００１６】
　本明細書で使用するとき、用語「ポリイソブチレン材料」は、１つ以上のポリイソブチ
レンホモポリマー、１つ以上のポリイソブチレンコポリマー、又はこれらの混合物を意味
する。コポリマーはブロックコポリマー又はランダムコポリマーであってよい。典型的に
は、少なくとも７０重量パーセント、少なくとも７５重量パーセント、少なくとも８０重
量パーセント、少なくとも８５重量パーセント、又は少なくとも９０重量パーセントのコ
ポリマーがイソブチレンから生成される。
【００１７】
　本明細書で使用するとき、用語「第１のポリイソブチレン」は、第１のポリイソブチレ
ンホモポリマー、コポリマー、又はこれらの混合物を意味する。用語「第２のポリイソブ
チレン」及び「第３のポリイソブチレン」も同様に定義される。
【００１８】
　本明細書で使用される用語「～の範囲」は、終点及びそれら終点間の全ての値を含む。
【００１９】
　引き伸ばし剥離可能な接着テープが提供される。引き伸ばし剥離可能な接着テープは、
裏材層と、裏材層に隣接する少なくとも１つの感圧性接着剤層と、を含む。いくつかの実
施形態で、引き伸ばし剥離可能な接着テープは、裏材層の第１の主面に隣接して（例えば
、接着されて）位置付けられた単一の感圧性接着剤層を含む。そのような引き伸ばし剥離
可能な接着テープは、任意の所望の目的のために基材の外側表面に配置する（例えば、接
着する）ことができる。例えば、接着テープは保護機能を提供することができ、保護がも
はや必要なくなった又は望まれなくなった場合に、取り除くことができる。他の例では、
接着テープは書き込み可能又は印刷可能な表面を提供することができる（例えば、裏材層
上に書き込むこと又は印刷することが可能である）。より具体的ないくつかの例では、接
着テープは、もはや必要なくなったときに取り除くことが可能なラベル又は価格シールと
して機能できる。
【００２０】
　他の実施形態では、接着テープは、裏材層の両側の（opposite）主面に隣接して（例え
ば、接着されて）位置付けられる２つの感圧性接着剤層を含む。２つの感圧性接着剤層を
伴う接着テープを使用して、２つの基材を１つに連結することができる。後の任意のとき
に、第１の基材を第２の基材から分離することが望まれる場合は、接着テープを引き伸ば
して取り除くことができる（例えば、接着テープを引き伸ばして、第１の基材から、又は
第２の基材から、又は第１及び第２の基材の両方から、剥離する）。２つの基材は、多く
の場合、どちらの基材も損なわずに分離され得る。接着テープ及び互いから分離された後
、基材は再び使用可能である。これは、基材の少なくとも１つが高価である、又は脆性で
ある、又は製造が困難であるときに特に有利である。
【００２１】
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　２つの感圧性接着剤層を伴う代表的な引き伸ばし剥離可能な接着テープの構造を図１に
概略的に示す。接着テープ１００は、２つの感圧性接着剤層１０と３０との間に位置付け
られる裏材層２０を含む。第１の接着剤層１０は、裏材層２０の第１の主面２２に隣接し
ており、第２の接着剤層３０は、裏材層２０の第２の主面２３に隣接している。裏材層２
０の第１の主面２２は、裏材層２０の第２の主面２３の反対側である。図１に示すように
、第１の接着剤層１０及び第２の接着剤層３０は両方とも裏材層２０に接触しており、裏
材層２０に直接的に接着されている。図示されていない他の実施形態では、第１の接着剤
層１０及び第２の接着剤層３０は、プライマー層のような１つ以上の介在層を介して裏材
層２０に間接的に接着される。裏材層２０は、第１の接着剤層１０及び第２の接着剤層３
０の両方を越えて延在する。接着剤層を越えて延在する裏材層２１の領域は、ツメ２１と
して機能できる。図１では、ツメ２１は裏材層の一部、すなわち裏材層の延長である。
【００２２】
　図２は、図１に概略的に示した引き伸ばし剥離可能な接着テープを使用して連結された
２つの基材を含む代表的な物品２００の概略図である。引き伸ばし剥離可能な接着テープ
は、第１の基材４０と第２の基材５０との間に位置付けられる。すなわち、物品２００は
、次の順序で、第１の基材４０、第１の接着剤層１０、裏材層２０、第２の接着剤層３０
、及び第２の基材５０を含む。第１の接着剤層１０が第１の基材４０に接着し、第２の接
着剤層３０が第２の基材５０に接着する。感圧性接着剤層は、典型的に、指圧以下で基材
に接着され得、取り除きのために接着テープが引き伸ばされるまで基材に接着したまま維
持され得る。第１の基材４０は、接着テープを介して第２の基材５０に連結される。
【００２３】
　図２で、裏材層２０は第１の接着剤層１０及び第２の接着剤層３０の両方を越えて延在
する。第１の接着剤層１０及び第２の接着剤層３０の両方を越えて延在する裏材層の領域
は、基材４０及び５０の両方から接着テープを引き伸ばし剥離するためのツメ２１として
機能できる。ツメ２１を引き、接着テープを引き伸ばすことによって、第１の接着剤層１
０を第１の基材４０から剥離することができる、又は第２の接着剤層３０を第２の基材５
０から剥離することができる、又は接着剤層１０及び３０の両方を基材４０及び５０の両
方から剥離することができる。この組み合わせ剥離は、第２の基材からの第１の基材の分
離及び第１の基材と第２の基材との間からの接着テープの取り除きを可能にする。
【００２４】
　裏材層２０及び２つの感圧性接着剤層１０及び３０を含む、別の引き伸ばし剥離可能な
接着テープ３００の概略図を図３に示す。この実施形態では、裏材層２０は第１の接着剤
層１０からも第２の接着剤層３０からも延在していない。この接着テープを使用して第１
の基材４０と第２の基材５０とを連結した図を、図４に概略的に示す。接着テープの領域
（層１０、２０、及び３０）は、基材４０及び５０の両方を越えて延在している。基材４
０及び５０の両方を越えて延在している接着テープの領域は、ツメ２４として機能できる
。ツメ２４は外側表面が接着剤層１０及び３０であるので、粘着性である。あるいは、フ
ィルム又は別の、タルク又はインク（印刷されたもの）のような非粘着性の層のような追
加的な層（図３に図示せず）をツメのこの領域に、接着剤層１０及び３０を覆って配置し
て、非粘着性の表面を提供することができる。ツメ２４を引き、接着テープを引き伸ばす
ことによって、第１の接着剤層１０を第１の基材４０から剥離することができる、又は第
２の接着剤層３０を第２の基材５０から剥離することができる、又は接着剤層１０及び３
０の両方を基材４０及び５０の両方から剥離することができる。この組み合わせ剥離は、
第２の基材からの第１の基材の分離及び第１の基材４０と第２の基材５０との間の接着テ
ープ（層１０、２０、及び３０）の取り除きを可能にする。
【００２５】
　接着テープを伴い、接着剤を１つ又は両方の基材から剥離することは、ツメを引くこと
及び引き伸ばすことを含む。ツメは、基材の少なくとも１つを越えて延在している。ツメ
は、裏材層の一部（すなわち、裏材層の延長）であること、少なくとも１つの接着剤層の
一部（すなわち、接着剤層の延長）であること、裏材層に付着されること、少なくとも１
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つの接着剤層に付着されること、又は裏材層及び少なくとも１つの接着剤層の両方の一部
（すなわち、裏材層及び少なくとも１つの接着剤層の両方の延長）であってよい。少なく
とも１つの基材は、ツメのこの領域では接着剤層に接触していない。概して、この物品に
２つの基材がある場合、両方の基材がツメのこの領域では接着剤層に接触していない。ツ
メは、通常、基材の表面に平行又は実質的に平行な方向に引かれる。すなわち、ツメは、
基材の表面から０度、５度未満、１０度未満、１５度未満、２０度未満、２５度未満、３
０度未満、又は３５度未満の方向に引かれる。ツメは、多くの場合、裏材層の一部である
。いくつかの実施形態では、ツメは、接着剤層と接触している裏材層の第１の領域を越え
て延在する、裏材層の第２の領域から形成される。ツメは、多くの場合、これらの実施形
態において非粘着性である。他の実施形態では、ツメは裏材層及び接着剤層の少なくとも
１つを含む。ツメは、多くの場合、これらの実施形態において粘着性である。粘着性のツ
メは、ツメ領域を非粘着性材料で覆うことによって非粘着性にすることができる。
【００２６】
　接着テープの接着剤層及び裏材層は、典型的に高延伸性である。ツメを引くことは、接
着テープの伸長又は引き伸ばしを引き起こす。引き伸ばすことは、第１の基材と第２の基
材との間の領域における接着テープの体積を減少し、１つ又は両方の基材からの接着テー
プの剥離を促進する。ツメを引くことは、接着剤層が十分な結合力を有する場合、接着剤
層が基材に対してよりも裏材層に対して強く接着している場合、及び基材間の接着テープ
の体積を減らすために十分に接着テープを伸長できる場合に、接着テープが破断すること
なく、又は元の位置若しくは寸法にはね戻ることなく、両方の基材から接着剤層を剥離す
ることを可能にする。引き伸ばされた接着テープを２つの基材の間から取り除くことがで
きる、又は２つの基材を分離することができる、又はそれら両方である。接着テープは、
典型的に、引き伸ばし剥離条件下で破断すること又は切れることなく、第１の方向に（多
くの場合、第１の方向は長手方向であり、長さを少なくとも５０パーセント増加し得る）
少なくとも５０パーセント引き伸ばし可能である。
【００２７】
　図１及び図３の概略図が示す裏材層は、典型的に、光学的に透明である。多くの実施形
態で、接着剤層及び引き伸ばし剥離可能な接着テープ（すなわち、裏材層及びそれぞれの
感圧性接着剤層）もまた、光学的に透明である。本明細書で使用される用語「光学的に透
明」とは、ＡＳＴＭ　Ｄ１００３－０７の方法を使用した測定で少なくとも８５パーセン
トの視感透過率及び５パーセント以下の曇りを有する裏材層、接着剤層、又は接着テープ
を指す。この方法を用いて、測定は４００～７００ナノメートルの波長範囲で行われた。
視感透過率は、多くの場合、少なくとも８８パーセント、少なくとも９０パーセント、少
なくとも９１パーセント、少なくとも９２パーセント、又は少なくとも９３パーセントと
同等である。曇りは、多くの場合、４以下、３以下、２以下、又は１以下である。いくつ
かの代表的な接着テープは、ＡＳＴＭ　Ｄ１００３－７の方法を使用した測定で３パーセ
ント以下の曇り及び少なくとも８５パーセントと等しい視感透過率を有する。他の代表的
な接着テープは、ＡＳＴＭ　Ｄ１００３－０７の方法を使用した測定で２パーセント以下
の曇り及び少なくとも８５パーセントと等しい視感透過率を有する。視覚的に透明な材料
全てが光学的に透明であるとは見なされない。すなわち、視覚的な透明性が常に光学的透
明性と同義であるとは限らない。視覚的に透明な材料が、５より大きい曇り、又は８５パ
ーセント未満の視感透過率、又はこれら両方を有する場合がある。
【００２８】
　いくつかの物品では、引き伸ばし剥離可能な接着テープは光学的に透明である。すなわ
ち、裏材層及びそれぞれの感圧性接着剤層が光学的に透明である。第１の基材及び光学的
に透明な接着テープの両方を通して見たときに第２の基材が可視であるように、光学的に
透明な接着テープを２つの基材の間に位置付けることができる。接着テープが光学的に透
明な場合、図２及び図３の第２の基材５０は、多くの場合、第１の基材４０及び接着テー
プ（図では、接着テープは層１０、２０、及び３０に相当する）を通して見ることによっ
て目視できる。例えば、光学的に透明な接着テープを使用して、光学的に透明な基材（例
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えばカバーレンズ）のような第１の基材を、ディスプレイ（例えば、液晶ディスプレイ）
のような第２の基材に連結することができる。連結に欠陥がない場合は、光学的に透明な
接着テープは、典型的には第１の基材とディスプレイとの間に位置付けられたまま維持さ
れる。しかし、連結に欠陥がある場合は、接着テープを引き伸ばすことによって、ディス
プレイを損傷せずに接着テープを取り除くことができる。接着テープを交換し、第１の基
材及びディスプレイを、別の光学的に透明な引き伸ばし剥離可能な接着テープで再び連結
することができる。
【００２９】
　裏材層は、光学的に透明であることに加えて、引き伸ばし剥離可能な接着テープにおけ
る使用に好適な機械的特性を有するように選択される。例えば、裏材層は、引かれたとき
に破断せずに第１の方向（例えば、長手方向）に少なくとも５０パーセント引き伸ばされ
る（伸長される）ように選択される。すなわち、裏材層を破断せずに、引き伸ばすことに
よって、長さのような少なくとも１つの寸法を少なくとも５０パーセント増加させること
ができる。いくつかの実施形態では、裏材層は、破断せずに少なくとも１００パーセント
、少なくとも１５０パーセント、少なくとも２００パーセント、少なくとも３００パーセ
ント、少なくとも４００パーセント、又は少なくとも５００パーセント引き伸ばし可能で
ある。裏材層は、多くの場合、破断せずに最高１２００パーセントまで、最高１０００パ
ーセントまで、最高８００パーセントまで、最高７５０パーセントまで、又は最高７００
パーセントまで、引き伸ばし可能である。これらの比較的大きい伸長値は、基材に接着さ
れた後の接着テープの引き伸ばし剥離を促進する。
【００３０】
　裏材層のヤング率は、引き伸ばしに対する裏材層の抵抗性を示す指標となり得る。ヤン
グ率は、多くの場合、約１０ＭＰａ～約７５ＭＰａの範囲である。例えば、ヤング率は２
０～７５ＭＰａの範囲、２０～６０ＭＰａの範囲、２０～５０ＭＰａの範囲、又は２５～
５０ＭＰａの範囲であり得る。ヤング率は、例えばＡＳＴＭ　Ｄ７９０－０７又はＡＳＴ
Ｍ　Ｄ８８２－０２の方法を使用して測定することができる。
【００３１】
　裏材層の引張り強度は、裏材層が破断せずに支持可能な荷重の指標であり、裏材層が破
断せずにどれだけ遠くまで引き伸ばされ得るかの指標である。引張り強度は、典型的に、
約１０ＭＰａ～約６０ＭＰａ又はそれ以上の範囲である。例えば、引張り強度は１０～６
０ＭＰａの範囲、１０～５０ＭＰａの範囲、２０～６０ＭＰａの範囲、２０～５５ＭＰａ
の範囲、又は２５～５０ＭＰａの範囲である場合がある。引張り強度は、ＡＳＴＭ　Ｄ８
８２－０２の方法を使用して測定できる。
【００３２】
　ポリ（アルキレン）コポリマーを含有する裏材層２０は、光学的透明性及び機械的特性
の所望の組み合わせを有してよい。好適なポリ（アルキレン）コポリマーは、（１）エテ
ン、プロペン、又はこれらの混合物から選択された第１のアルケンと、（２）４～８個の
炭素原子を有する１，２－アルケンから選択された第２のアルケンと、を含む反応混合物
の重合生成物である。多くのポリ（アルキレン）コポリマーにおいて、１，２－アルケン
はブテン、ヘキセン、又はオクタンから選択される。より具体的には、多くの好適なポリ
（アルキレン）コポリマーは、エテン及びブタン、エテン及びヘキサン、又はエテン及び
オクタンを含有する反応混合物から調製される。ポリ（アルキレン）コポリマーはランダ
ムコポリマーでもブロックコポリマーでもよい。これらのコポリマーは、典型的には、メ
タロセン触媒を使用して調製される。複数の異なるポリ（アルキレン）コポリマーを裏材
層に含めることができる。
【００３３】
　全てのポリ（アルキレン）コポリマーが裏材層の調製に好適であるとは限らない。すな
わち、全ての既知のポリ（アルキレン）コポリマーを使用して、好ましい機械的特性と光
学的特性の組み合わせを有する裏材層を提供できるわけではない。好適な機械的特性を伴
うポリ（アルキレン）コポリマーの多くは、光学的に透明な裏材層の調製に通常必要とさ
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れる低い曇り（すなわち、ＡＳＴＭ　Ｄ１００３－０７の方法を使用した測定で５パーセ
ント以下）及び高い視感透過率（すなわち、ＡＳＴＭ　Ｄ１００３－０７を使用した測定
で少なくとも８５パーセントの視感透過率）を有さない。例えば、多くのポリ（アルキレ
ン）コポリマーの比較的大きい結晶サイズ、多くの市販のポリ（アルキレン）コポリマー
における多様な添加剤の使用、及びポリ（アルキレン）コポリマーのフィルムの形成に使
用される特定の方法によって、光学的に透明な裏材層として使用するのに好適ではなくな
る場合がある。
【００３４】
　裏材層のポリ（アルキレン）コポリマーは、完全に非晶質ではなく、ある程度の結晶性
材料を有する方が好ましい。結晶性材料は、物理的架橋材として機能することによって裏
材層に強度を付加する傾向がある。しかし、結晶性材料のサイズが大きすぎると、裏材層
の曇りが許容範囲を超えて大きくなる場合がある。結晶性材料は、可視光の波長より小さ
いサイズを有するのが好ましい。好適なポリ（アルキレン）コポリマーの多くの実施形態
において、結晶性材料の少なくとも９５パーセントは４００ナノメートル未満の結晶サイ
ズを有する。例えば、結晶性材料の少なくとも９５％は、３００ナノメートル未満、２０
０ナノメートル未満、又は１００ナノメートル未満の結晶サイズを有することができる。
小さい結晶サイズは、光学的に透明な裏材層の形成を促進する。
【００３５】
　４００ナノメートル未満の結晶性材料を有する裏材層は、多様な方法で調製できる。１
つの方法では、裏材層の形成に使用されるポリ（アルキレン）コポリマーは、結晶のアラ
イメント及び成長を最低限にするために、融解され、押出成形され、及び急冷される。別
の方法では、シード材料（すなわち成核剤）を加え、冷却の際にコポリマー内での多くの
結晶の形成を促進して、固化フィルムを形成することができる。より多くの結晶の形成は
、より小さい結晶サイズをもたらす傾向がある。更に別の方法では、コポリマー組成物を
変化させて、結晶サイズを変更する。４～８個の炭素原子を有する第２のアルケンモノマ
ーの量が多いほど、より小さい結晶サイズがもたらされる傾向がある。第２のアルケンモ
ノマーの量が増すにつれて、密度又は比重は低減する傾向がある。多くの場合、比重は０
．９１以下である。例えば、多くの場合、比重は０．９０以下又は０．８９以下である。
多くの場合、比重は０．８６～０．９１の範囲、０．８７～０．９０の範囲、又は０．８
８～０．９０の範囲である。
【００３６】
　裏材層は、曇りに寄与する又は視感透過率を低下する添加剤を含まない若しくは実質的
に含まないことが好ましい。例えば、裏材層は、典型的に、抗ブロッキング剤、スリップ
剤、又はこれら両方を含まない。すなわち、裏材層は、通常、抗ブロッキング剤、スリッ
プ剤、又はこれら両方を含まない若しくは実質的に含まない。本明細書で使用されるとき
、抗ブロッキング剤又はスリップ剤を参照して「実質的に含まない」という用語は、これ
らの薬剤がそれぞれ、０．５重量パーセント以下、０．３重量パーセント以下、０．２重
量パーセント以下、０．１重量パーセント以下、０．０５重量パーセント以下、又は０．
０１重量パーセント以下の量で存在することを意味する。抗ブロッキング剤は、多くの場
合、フィルムをポリ（アルキレン）コポリマーから調製する際に、例えばロールを形成す
るときのようにフィルム自体への付着を防ぐために添加される。代表的な抗ブロッキング
剤としては、ケイソウ土及びタルクのような粒子が挙げられるが、これらに限定されない
。スリップ剤は、多くの場合、ロールでのフィルム同士の摩擦又はフィルムと生産機器と
の摩擦のような摩擦を低減するために添加される。また、これらのスリップ剤の存在は、
少なくとも１つの感圧接着剤層との良好な接着を妨害する場合がある。一般に使用される
多くのスリップ剤は、アミド化によって長鎖脂肪酸から作られるもののような一級アミド
である。スリップ剤の例としては、ステアルアミド、オレアミド、及びエルカミドが挙げ
られるが、これらに限定されない。
【００３７】
　多くの実施形態において、裏材層は、ポリ（アルキレン）コポリマーを少なくとも９９
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パーセント含有する。例えば、裏材層は、少なくとも９９．１重量パーセント、少なくと
も９９．２重量パーセント、少なくとも９９．３重量パーセント、少なくとも９９．４重
量パーセント、少なくとも９９．５重量パーセント、少なくとも９９．６重量パーセント
、少なくとも９９．７重量パーセント、少なくとも９９．８重量パーセント、又は少なく
とも９９．９重量パーセントのポリ（アルキレン）コポリマーを含有する。
【００３８】
　光学的に透明な裏材層を調製するために使用可能な代表的なポリ（アルキレン）コポリ
マーは、Ｅｘｘｏｎ　Ｍｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ（Ｈｏｕｓｔｏｎ，ＴＸ）から商品
名ＥＸＡＣＴ（例えばＥＸＡＣＴ　３０２４、３０４０、４０１１、４１５１、５１８１
、及び８２１０）及び商品名ＶＩＳＴＡＭＡＸＸ（例えばＶＩＳＴＡＭＡＸＸ　６２０２
、６１０２、及び３０００）として市販されている。他の代表的なポリ（アルキレン）コ
ポリマーは、Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ（Ｍｉｄｌａｎｄ，ＭＩ）から商品名ＡＦＦＩＮ
ＩＴＹ（例えばＡＦＦＩＮＩＴＹ　ＰＴ　１８４５Ｇ、ＰＬ　１８４５Ｇ、ＰＦ　１１４
０Ｇ、ＰＬ　１８５０Ｇ、及びＰＬ　１８８０Ｇ）、商品名ＥＮＧＡＧＥ（例えばＥＮＧ
ＡＧＥ　８００３）及び商品名ＩＮＦＵＳＥ（例えばＩＮＦＵＳＥ　Ｄ９５３０．０５）
として市販されている。
【００３９】
　市販されているポリ（アルキレン）コポリマーの多くは、ブテン、ヘキセン、又はオク
テンから選択された第２のアルケンを伴うエテンの反応生成物である。ＥＸＡＣＴ　３０
２４及びＥＸＡＣＴ　４０１１は、エチレン－ブテンコポリマーである。ＥＸＡＣＴ　３
０４０及びＥＸＡＣＴ　４１５１は、エチレン－ヘキセンコポリマーである。ＥＸＡＣＴ
　８２１０、ＥＸＡＣＴ　５１８１、ＥＮＧＡＧＥ　８００３、及びＩＮＦＵＳＥ　Ｄ９
５３０．０５は、エチレン－オクテンコポリマーである。
【００４０】
　ポリ（アルキレン）コポリマーは、結果的にもたらされる裏材層が光学的に透明である
限り、他の高分子材料とブレンドできる。好適なブレンドされた高分子材料（すなわち、
ポリ（アルキレン）コポリマーとブレンドした高分子材料）は、多くの場合、例えばエチ
レンビニルアセテート及びエチレンメチルアクリレートなどのエチレンコポリマーである
。ブレンドされた高分子材料は、典型的には、ポリ（アルキレン）コポリマーと混和性が
あるもの、光学的に透明なもの、曇り又は視感透過率の低下に寄与し得る添加剤を含まな
い又は実質的に含まないもの、及び裏材層の形成のための上述のプロセスに使用するため
に好適なものが選択される。本明細書で使用するとき、ブレンドされた高分子材料中の添
加剤に関して「実質的に含まない」とは、これらの添加剤が０．５重量パーセント以下、
０．４重量パーセント以下、０．３重量パーセント以下、０．２重量パーセント以下、又
は０．１重量パーセント以下の量で存在することを意味する。裏材層は、例えば、最大５
０重量パーセント、最大４０重量パーセント、最大３０重量パーセント、最大２０重量パ
ーセント、又は最大１０重量パーセントのブレンドされた高分子材料を含有してよい。
【００４１】
　低い曇りと高い視感透過率とを備える裏材層をもたらす好適な材料を選択することに加
えて、裏材層を調製する方法は、多くの場合、これらの値を維持するように選択される。
すなわち、裏材層の作製方法は、典型的に、比較的平滑な表面及び比較的均一な厚さを提
供するように選択される。表面が粗くなると、曇り率が希望に反して大きくなる場合があ
る。厚さが比較的均一でないと、視感透過率が希望に反して不均一になる場合がある。好
適な光学的透明性を提供するために、裏材層全体で任意の方向に比較的均一な厚さを提供
するようにプロセスが使用される。例えば、厚さは、多くの場合、裏材層全体で任意の方
向に１０パーセント未満、８パーセント未満、６パーセント未満、又は５パーセント未満
、変化する。より具体的には、４ミル（０．１ミリメートル、つまり１００マイクロメー
トル）の平均厚さを有する裏材層は、裏材層全体で任意の方向に１０マイクロメートル未
満、８マイクロメートル未満、６マイクロメートル未満、又は５マイクロメートル未満の
厚さの変化を有する。
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【００４２】
　ポリ（アルキレン）コポリマーのフィルムの形成に使用される従来の方法の多くは、結
果的にもたらされるフィルムが要求される平滑度を有さないため、好適ではない。例えば
、ブローイング法は、通常、抗ブロッキング剤又はスリップ剤が典型的には添加されるの
で、好適ではない。これらの薬剤の添加は、多くの場合、結果的にもたらされるフィルム
の表面を粗くする傾向がある。冷硬ローラーとの接触を最低限にするためにフィルムに粗
い表面を与えるキャスト押出成形法は、典型的には、適さない。
【００４３】
　多様な方法を使用して、好適な平滑度及び厚さの均一性を伴う裏材層を調製することが
できる。第１の例では、ポリ（アルキレン）コポリマーを、剥離ライナーのような２つの
平滑な支持層間で、又は平滑な支持層と平滑なローラーとの間で、鋳造することができる
。ブロッキング剤又はスリップ剤は必要なく、これらの薬剤がないことは好ましい。支持
層（例えば剥離ライナー）は、結果的にもたらされるゴム状の裏材層を強化する傾向があ
り、裏材層を歪めずに又は引き伸ばさずに更なる処理にかけることを可能にする。更に、
支持層は、裏材層が少なくとも１つの感圧性接着剤層と組み合わされるまで、裏材層の表
面を保護する傾向がある。
【００４４】
　より具体的には、ポリ（アルキレン）コポリマーは、例えばフラット型キャスト用押出
ダイを使用して、溶融フィルムとして押出成形可能である。押出温度は、約１５０℃～２
００℃の範囲であってよい。ポリ（アルキレン）コポリマーの押出成形フィルムは、２つ
の支持体フィルム間で押出成形することができる。次に、結果的にもたらされる支持体フ
ィルム／ポリ（アルキレン）コポリマーフィルム／支持体フィルムの構成体を、冷硬ロー
ルスタックに通して、ポリ（アルキレン）コポリマーフィルムを冷却及び固化することが
できる。この方法を使用して調製された裏材フィルムは、比較的均一な厚さを有する傾向
があり、かつ比較的平滑である傾向がある。
【００４５】
　裏材層の形成には、任意の好適な支持体表面を使用することができる。多くの実施形態
で、支持体は剥離ライナーである。任意の好適な剥離ライナーを使用することができる。
好適な剥離ライナーは、典型的に、紙（例えばクラフト紙）又は高分子フィルムである。
多くの用途で、高分子フィルムが好ましい。剥離ライナーとして使用される高分子フィル
ムは、例えば、ポリエチレンテレフタレートのようなポリエステル、又はポリエチレン若
しくはポリプロピレンのようなポリオレフィン、又はこれらの組み合わせから形成するこ
とができる。剥離ライナーの表面は、所望により、シリコーン、フルオロシリコーンのよ
うなフッ素性化学物質、又はポリオレフィン（例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン、
又は低密度ポリエチレン）のような他の低表面エネルギー材料のような剥離剤で処理する
ことができる。代表的なフルオロシリコーンは、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから、商品名Ｓ
ＹＬ－ＯＦＦ（例えば、ＳＹＬ－ＯＦＦ　Ｑ２－７７８５又はＳＹＬ－ＯＦＦ　Ｑ２－７
７８６）で市販されている。その他の剥離ライナーとして、例えば、ＣＰ　Ｆｉｌｍｓ（
Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，ＭＯ）から商品名ＣＬＥＡＲＳＩＬ（例えば、ＣＬＥＡＲＳＩＬ　Ｔ
１０又はＴ５０）で、及びＬＯＰＡＲＥＸ（Ｗｉｌｌｏｗｂｒｏｏｋ，ＩＬ）から商品名
ＬＯＰＡＲＥＸ（例えば、ＬＯＰＡＲＥＸ　５１００）で市販されているものが挙げられ
る。ライナーを処理するための好適な剥離ライナー及び方法は、例えば、米国特許第４，
４７２，４８０号（Ｏｌｓｏｎ）、同第４，９８０，４４３号（Ｋｅｎｄｚｉｏｒｓｋｉ
）、及び同第４，７３６，０４８号（Ｂｒｏｗｎら）、同第５，５７８，３８１号（Ｈａ
ｍａｄａら）、及び同第５，０８２，７０６号（Ｔａｎｇｎｅｙ）、並びに米国公開特許
出願第２００８／０２８００８６号（Ｓｈｅｒｉｄａｎら）に更に記述されている。
【００４６】
　多くの場合、裏材層の厚さは、望まれる引き伸ばし剥離力に基づいて選択される。裏材
層の厚さが増大するにつれて、通常、より大きい引き伸ばし剥離力が必要とされる。逆に
、裏材層の厚さが減少するほど、低い引き伸ばし剥離力が必要とされる。裏材層の厚さは
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、例えば、最大４０ミル（１．０ミリメートル、つまり１０００マイクロメートル）であ
ってよい。本明細書で使用されるとき、用語「ミル」は、０．００１インチであり、１ミ
ルは約０．００２５センチメートル又は約０．０２５ミリメートル又は約２５マイクロメ
ートルに等しい。多くの実施形態において、厚さは最大３０ミル（７５０マイクロメート
ル）、最大２０ミル（５００マイクロメートル）、最大１０ミル（２５０マイクロメート
ル）、最大８ミル（２００マイクロメートル）、最大６ミル（１５０マイクロメートル）
、又は最大５ミル（１２５マイクロメートル）である。多くの場合、厚さは少なくとも１
ミル（０．０２５ミリメートル、つまり２５マイクロメートル）、少なくとも２ミル（５
０マイクロメートル）、少なくとも３ミル（７５マイクロメートル）、又は少なくとも４
ミル（１００マイクロメートル）である。いくつかの好適な裏材層は、１ミル（２５マイ
クロメートル）～２０ミル（５００マイクロメートル）の範囲、１ミル（２５マイクロメ
ートル）～１０ミル（２５０マイクロメートル）の範囲、１ミル（２５マイクロメートル
）～８ミル（２００マイクロメートル）の範囲、１ミル（２５マイクロメートル）～７ミ
ル（１７５マイクロメートル）の範囲、２ミル（５０マイクロメートル）～８ミル（２０
０マイクロメートル）の範囲、３ミル（７５マイクロメートル）～６ミル（１５０マイク
ロメートル）の範囲、又は４ミル（１００マイクロメートル）～５ミル（１２５マイクロ
メートル）の範囲の厚さを有する。
【００４７】
　調製の際、裏材層は、通常、比較的平滑な表面及び比較的均一な厚さを有するゴムのよ
うな材料である。多くの実施形態において、裏材層はわずかに粘着性である。感圧性接着
剤層は、裏材層の少なくとも１つの主面に隣接して位置付けることができる。多くの実施
形態において、第１の感圧性接着層は裏材層の第１の主表面に隣接して位置付けられ、第
２の感圧性接着層は裏材層の第２の主表面に隣接して位置付けられる。裏材層の第２の主
表面は、第１の主表面に対向する面である。本明細書で使用されるとき、感圧接着剤層及
び裏材層に対する用語「隣接」とは、感圧接着剤層が裏材層と接触していること又は１つ
以上の介在層によって裏材層から分離されていることを意味する。すなわち、それぞれの
感圧接着剤層は、裏材層に直接的に又は間接的に接着される。
【００４８】
　裏材層は、少なくとも１つの感圧性接着剤層に隣接して位置付ける前にプライミング処
理することができる。プライマー処置は、裏材層と感圧性接着層との間の接着力を増大さ
せる傾向がある。多くの場合、この接着力の増大は引き伸ばし剥離接着テープにとって望
ましい。すなわち、通常、裏材層に対する感圧性接着テープの接着力は、基材に対する感
圧性接着層の接着力より強い。当該技術分野において既知の任意の好適なプライミング処
置を使用することができる。例えば、プライミング処理は、化学的プライマー組成物での
処理、コロナ放電若しくはプラズマ放電による処理、電子ビーム若しくは紫外線への曝露
、酸組成物でのエッチング、又はこれらの組み合わせを含むことができる。
【００４９】
　いくつかの実施形態では、プライマー処置は、裏材層の表面にプライマー組成物を適用
することを含む。任意の好適なプライマー組成物を使用することができる。プライマー組
成物としては、例えば、反応性化学接着促進剤（例えば、その構成要素が裏材層、接着層
、又はこれら両方と反応することができる）が含まれる。代表的なプライマー組成物とし
ては、米国特許第５，６７７，３７６号（Ｇｒｏｖｅｓ）に記述されているものが含まれ
、その全文は参照により本明細書に組み込まれる。すなわち、プライマー組成物は、（１
）マレイン酸又は無水マレイン酸で修飾したスチレン－エチレン／ブチレン－スチレンブ
ロックコポリマーのようなブロックコポリマーと、（２）（ａ）１～１４個の炭素原子を
有する非三級アルコールの少なくとも１つのアルキル（メタ）アクリレートエステル及び
（ｂ）少なくとも１つの窒素含有モノマーを含む一価モノマー混合物の高分子反応生成物
と、のブレンドを含むことができる。ブロックコポリマーは、例えば、Ｓｈｅｌｌ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．が市販する商品名ＫＲＡＴＯＮ　ＦＧ－１９０１Ｘであってよい。
他の好適なプライマー組成物としては、ＤＳＭ　ＮｅｏＲｅｓｉｎｓ（Ｗｉｌｍｉｎｇｔ
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ｏｎ，ＭＡ）が市販する商品名ＮＥＯＲＥＺ（ＮＥＯＲＥＺ　Ｒ５５１）が挙げられる。
このプライマー組成物は、水媒介性のポリウレタンを含有する。
【００５０】
　少なくとも１つの感圧性接着剤層が、裏材層の主面に直接的に又は間接的に接着される
。接着テープの多くの実施形態で、裏材層の両側の主面に位置付けられた感圧性接着剤層
は２つある。当該技術分野で使用される用語「感圧性接着剤」とは、（１）攻撃的及び永
久的粘着力、（２）指圧以下の圧力による接着力、（３）被着体に付着し続ける十分な能
力、及び（４）被着体からきれいに取り除くのに十分な結合力を含む特性を有する接着剤
組成物を指す。
【００５１】
　感圧性接着剤層に含まれる組成物は、典型的に、粘着力、引きはがし粘着力、及びせん
断保持力の望ましいバランスを達成するために要求される粘弾性を提供するように処方さ
れる。より具体的には、感圧性接着剤層の各組成物は、典型的に、そのヤング率が裏材層
のヤング率より低いものが選択される。各接着剤層のヤング率が裏材層のヤング率より低
いと、接着剤層は引き伸ばし剥離中の裏材層の変形中に降伏し、裏材層が引き裂かれる可
能性はより低くなる。
【００５２】
　加えて、多くの場合、各接着剤層の組成物は、接着剤層の破断点伸び率が裏材層のそれ
より大きくなるように選択される。この条件が満たされると、基材から剥離される際に接
着剤層が残留物を基材上に残す可能性はより低くなる。すなわち、裏材層と同様に、接着
テープは、ツメが引かれたときに破断せずに第１の方向に少なくとも５０パーセント引き
伸ばし可能である。いくつかの実施形態では、１つ又は２つの感圧性接着剤層を伴う接着
テープは、少なくとも１００パーセント、少なくとも１５０パーセント、少なくとも２０
０パーセント、少なくとも３００パーセント、少なくとも４００パーセント、又は少なく
とも５００パーセント引き伸ばし可能である。接着テープは、多くの場合、破断せずに最
高１２００パーセントまで、最高１０００パーセントまで、最高８００パーセントまで、
最高７５０パーセントまで、又は最高７００パーセントまで、引き伸ばし可能である。こ
れらの比較的大きい伸長値は、基材に接着された後の接着テープの引き伸ばし剥離を促進
する。
【００５３】
　各感圧性接着剤層は、ポリイソブチレン材料を含む。ポリイソブチレン材料は、ホモポ
リマー、コポリマー、又はこれらの混合物であってよい。ポリイソブチレン材料として、
単一の分子量範囲を有する高分子材料を挙げてよく、又はそれぞれ異なる分子量範囲を有
するいくつかの高分子材料のブレンドを挙げてよい。所望の接着剤特性は、様々な処方を
使用して達成することができる。
【００５４】
　いくつかの接着剤組成物は、（ａ）ポリイソブチレン材料と、（ｂ）０～１０重量パー
セント未満の粘着付与樹脂と、を含有する。粘着付与樹脂の量は、接着剤組成物中の固体
総重量（すなわち、接着剤組成物の総固体含量）に基づく。これらの接着剤組成物は、８
重量パーセント未満、６重量パーセント未満、４重量パーセント未満、２重量パーセント
未満、１重量パーセント未満、又は０．５重量パーセント未満の粘着付与樹脂を含有して
よい。多くの場合、これらの代表的な接着剤組成物は、粘着付与樹脂を含まない又は実質
的に含まない。粘着付与樹脂に関して本明細書で使用するとき、用語「実質的に含まない
」は、接着剤組成物に意図的に添加する粘着付与樹脂がないこと、及び存在する場合、任
意の粘着付与樹脂が接着剤組成物のその他構成成分の混入物質であることを意味する。実
質的に含まないとは、多くの場合、粘着付与樹脂が、接着剤組成物の総固体含量に基づき
、２重量パーセント未満、１重量パーセント未満、０．５重量パーセント未満、０．２重
量パーセント未満、又は０．１重量パーセント未満の量で存在することを意味する。
【００５５】
　粘着付与樹脂を低濃度で含む接着剤組成物、又は粘着付与樹脂を含まない若しくは実質
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的に含まない接着剤組成物は、ある用途において有利である場合がある。例えば、粘着付
与樹脂は、接着剤組成物に含まれる多くのポリイソブチレン材料に比べて比較的低い分子
量を有する傾向がある。これらの比較的低分子量の材料が存在すると、一部の条件下にお
いては、ある剛性基材、例えばポリカーボネート又はポリ（メタ）アクリレートから調製
されるものに隣接して配置されると、ガス放出量が増加する場合がある。ガス放出は、気
泡などの欠陥の原因となり得るか、接着剤層と基材の層間剥離の原因となり得る。ガス放
出は、多くの場合望ましくなく、光学的用途には有害であり得る。低濃度の粘着付与剤を
含む接着剤組成物、又は粘着付与樹脂を含まない若しくは実質的に含まない接着剤組成物
は、多くの場合、気泡を形成せずに、ポリカーボネート及びポリ（メタ）アクリレートな
どのガス放出基材に隣接して配置することができる。
【００５６】
　０～１０重量パーセント未満の粘着付与剤を含む第１、第２、及び第３の代表的な接着
剤組成物について、以下に更に詳細に記載する。これらの接着剤組成物では、ポリイソブ
チレン材料の分子量を選択し、接着剤層に必要な粘着度を提供する。つまり、ポリイソブ
チレン材料の分子量を選択し、粘着付与樹脂を含まない、実質的に含まない、又は１０重
量パーセント未満含有する接着剤組成物のための感圧性接着剤層を提供する。いくつかの
用途では、時間と共に変色する可能性がある、又はポリイソブチレンと不相溶性の粘着付
与樹脂の使用を避けることが好ましい場合がある。粘着付与樹脂とポリイソブチレン材料
との間の不相溶性は、接着剤層の光学的透明性に悪影響を与え得る。
【００５７】
　０～１０重量パーセントの粘着付与樹脂を含むこれらの接着剤組成物は、多くの場合、
９０重量パーセント以上のポリイソブチレン材料を含有する。ポリイソブチレン材料の重
量パーセントは、接着剤組成物の総固体含量に基づく。これらの代表的な接着剤組成物は
、少なくとも９２重量パーセント、少なくとも９４重量パーセント、少なくとも９５重量
パーセント、少なくとも９６重量パーセント、少なくとも９８重量パーセント、又は少な
くとも９９重量パーセントのポリイソブチレン材料を含有してよい。
【００５８】
　第１の代表的な接着剤組成物は、（ａ）ポリイソブチレン材料と、（ｂ）接着剤組成物
の総固体含量に基づき０～１０重量パーセントの範囲の量の粘着付与樹脂と、を含有する
。ポリイソブチレン材料は、７５，０００～４，２００，０００グラム／モルの範囲の重
量平均分子量を有する第１のポリイソブチレンを含む。第１の代表的な接着剤組成物に含
まれるポリイソブチレン材料は、多くの場合、少なくとも９０重量パーセントの、７５，
０００～４，２００，０００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を有する第１のポリイ
ソブチレンを含有する。例えば、ポリイソブチレン材料は、少なくとも９２重量パーセン
ト、少なくとも９４重量パーセント、少なくとも９６重量パーセント、少なくとも９８重
量パーセント、少なくとも９９重量パーセント、又は少なくとも９９．５重量パーセント
の第１のポリイソブチレンを含む。
【００５９】
　第１の接着剤組成物の第１のポリイソブチレンの重量平均分子量は、７５，０００～４
，０００，０００グラム／モルの範囲であってよい。第１のポリイソブチレンとして選択
される、ある重量平均分子量は、多くの場合、接着強度と結合力のバランスを伴う。特定
の用途において接着強度が不十分である場合、第１のポリイソブチレンの重量平均分子量
は減少し得る。しかし、重量平均分子量が７５，０００グラム／モル未満である場合、得
られる接着剤組成物が柔らかすぎてべたっとすることがある。結合力は、多くの場合、第
１のポリイソブチレンの分子量の減少につれて低下する傾向がある。結合力が低すぎる場
合、剥離目的で接着テープを引き伸ばすと残留物が残る場合がある。第１のポリイソブチ
レンの分子量を増加することにより、結合力は上昇し得る。しかし、重量平均分子量が４
，２００，０００を超える場合、組成物が接着剤として機能しないことがある。重量平均
分子量は、多くの場合、８０，０００～３，０００，０００グラム／モルの範囲、８０，
０００～１，５００，０００グラム／モルの範囲、８０，０００～８００，０００グラム
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／モルの範囲、１００，０００～５００，０００グラム／モルの範囲、１００，０００～
４００，０００グラム／モルの範囲、又は１００，０００～３００，０００グラム／モル
の範囲である。
【００６０】
　第２の代表的な接着剤組成物は、（ａ）ポリイソブチレン材料と、（ｂ）接着剤組成物
の総固体含量に基づき０～１０重量パーセントの量の粘着付与樹脂と、を含有する。第２
の代表的な接着剤組成物中のポリイソブチレン材料は、（ｉ）２００，０００グラム／モ
ル～４，２００，０００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を有する第１のポリイソブ
チレンと、（ｉｉ）１，０００～８０，０００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を有
する第２のポリイソブチレンと、を含む。第１のポリイソブチレンの重量平均分子量は、
例えば、２００，０００～４，０００，０００グラム／モルの範囲、２００，０００～３
，０００，０００グラム／モルの範囲、２００，０００～１，５００，０００グラム／モ
ルの範囲、２００，０００～８００，０００グラム／モルの範囲、４００，０００～１，
０００，０００グラム／モルの範囲、又は５００，０００～１，０００，０００グラム／
モルの範囲であってよい。第２のポリイソブチレンの重量平均分子量は、例えば、１，０
００～７０，０００グラム／モルの範囲、１，０００～５０，０００グラム／モルの範囲
、１，０００～４０，０００グラム／モルの範囲、１，０００～２０，０００グラム／モ
ルの範囲、１，０００～１０，０００グラム／モルの範囲、２，０００～６０，０００グ
ラム／モルの範囲、２，０００～５０，０００グラム／モルの範囲、５，０００～５０，
０００グラム／モルの範囲、又は１０，０００～５０，０００グラム／モルの範囲であっ
てよい。
【００６１】
　これらの第２の代表的な接着剤組成物では、ポリイソブチレン材料は、（ｉ）２００，
０００グラム／モル～４，２００，０００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を有する
５０～９０重量パーセントの第１のポリイソブチレンと、（ｉｉ）１，０００～７５，０
００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を有する１０～５０重量パーセントの第２のポ
リイソブチレンと、を通常含む。第１のポリイソブチレン及び第２のポリイソブチレンの
重量パーセントは、接着剤組成物中のポリイソブチレン材料の総重量に基づく。例えば、
ポリイソブチレン材料は、５０～８０重量パーセントの第１のポリイソブチレンと２０～
５０重量パーセントの第２のポリイソブチレン、５０～７０重量パーセントの第１のポリ
イソブチレンと３０～５０重量パーセントの第２のポリイソブチレン、５０～６０重量パ
ーセントの第１のポリイソブチレンと４０～５０重量パーセントの第２のポリイソブチレ
ン、６０～９０重量パーセントの第１のポリイソブチレンと１０～４０重量パーセントの
第２のポリイソブチレン、７０～９０重量パーセントの第１のポリイソブチレンと１０～
３０重量パーセントの第２のポリイソブチレン、又は８０～９０重量パーセントの第１の
ポリイソブチレンと１０～２０重量パーセントの第２のポリイソブチレンを含んでよい。
【００６２】
　少なくとも２つの異なる分子量範囲のポリイソブチレン材料を含有する第２の代表的な
接着剤組成物では、第２のポリイソブチレン（すなわち、１，０００～７５，０００グラ
ム／モルの範囲の重量平均分子量を有するポリイソブチレン）の量が増すにつれて、接着
強度が上昇する傾向がある。この低分子量ポリイソブチレンは、これらの接着剤組成物中
で粘着付与樹脂様に機能する傾向がある。しかし、この材料を過剰量加えた場合、接着剤
組成物は、引き伸ばしによる接着テープの除去において残留物を残す可能性が高い。加え
て、低分子量ポリイソブチレン材料を過剰量加えた場合、接着剤層の結合力が望ましくな
いほど低い場合がある。
【００６３】
　第３の代表的な接着剤組成物は、（ａ）ポリイソブチレン材料と、（ｂ）接着剤組成物
の総固体含量に基づき０～１０重量パーセントの量の粘着付与樹脂と、を含有する。ポリ
イソブチレン材料は、（ｉ）３００，０００～４，２００，０００グラム／モルの範囲の
重量平均分子量を有する第１のポリイソブチレンと、（ｉｉ）５０，０００超～２５０，



(19) JP 2012-528919 A 2012.11.15

10

20

30

40

50

０００ｇ／モルの範囲の重量平均分子量を有する第２のポリイソブチレンと、（ｉｉｉ）
１，０００～５０，０００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を有する第３のポリイソ
ブチレンと、を含む。第１のポリイソブチレンの重量平均分子量は、例えば、３００，０
００～４，０００，０００グラム／モルの範囲、３００，０００～３，０００，０００グ
ラム／モルの範囲、３００，０００～１，５００，０００グラム／モルの範囲、３００，
０００～８００，０００グラム／モルの範囲、４００，０００～１，０００，０００グラ
ム／モルの範囲、又は５００，０００～１，０００，０００グラム／モルの範囲であって
よい。第２のポリイソブチレンの重量平均分子量は、例えば、５５，０００～２５０，０
００グラム／モルの範囲、６０，０００～２００，０００グラム／モルの範囲、６０，０
００～１５０，０００グラム／モルの範囲、又は６０，０００～１００，０００グラム／
モルの範囲であってよい。第３のポリイソブチレンの重量平均分子量は、例えば、１，０
００～４０，０００グラム／モルの範囲、１，０００～３０，０００グラム／モルの範囲
、１，０００～２０，０００グラム／モルの範囲、１，０００～１０，０００グラム／モ
ルの範囲、１，０００～５，０００グラム／モルの範囲、５，０００～５０，０００グラ
ム／モルの範囲、１０，０００～４０，０００グラム／モルの範囲、又は２０，０００～
４０，０００グラム／モルの範囲であってよい。
【００６４】
　これらの代表的な第３の接着剤組成物では、ポリイソブチレン材料は、（ｉ）３００，
０００～４，２００，０００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を有する１０～４０重
量パーセントの第１のポリイソブチレンと、（ｉｉ）５０，０００～２５０，０００グラ
ム／モルの範囲の重量平均分子量を有する５０～７０重量パーセントの第２のポリイソブ
チレンと、（ｉｉｉ）１，０００～５０，０００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を
有する１０～２０重量パーセントの第３のポリイソブチレンと、を通常含む。第１のポリ
イソブチレン、第２のポリイソブチレン、及び第３のポリイソブチレンの重量パーセント
は、ポリイソブチレン材料の総重量に基づく。例えば、ポリイソブチレン材料は、（ｉ）
１０～３０重量パーセント、１０～２０重量パーセント、又は２０～４０重量パーセント
の第１のポリイソブチレンと、（ｉｉ）５０～７０重量％の第２のポリイソブチレンと、
（ｉｉｉ）１０～２０重量パーセントの第３のポリイソブチレンと、を含んでよい。別の
例では、ポリイソブチレン材料は、（ｉ）１０～４０重量パーセントの第１のポリイソブ
チレンと、（ｉｉ）５０～６０重量パーセント、６０～７０重量パーセント、又は５５～
６５重量パーセントの第２のポリイソブチレンと、（ｉｉｉ）１０～２０重量パーセント
の第３のポリイソブチレンと、を含んでよい。更に別の例では、ポリイソブチレン材料は
、（ｉ）１０～４０重量パーセントの第１のポリイソブチレンと、（ｉｉ）５０～７０重
量パーセントの第２のポリイソブチレンと、（ｉｉｉ）１０～１５重量パーセント又は１
５～２０重量パーセントの第３のポリイソブチレンと、を含んでよい。
【００６５】
　第３の接着剤組成物において、多くの場合、第１のポリイソブチレンの量を増して結合
力を上昇させ、多くの場合、第３のポリイソブチレンの量を増して接着強度を上昇させる
。第２のポリイソブチレンの量を選択し、好適な結合力及び接着強度を有する接着剤を提
供するため、第１及び第３のポリイソブチレンのバランスをとる。
【００６６】
　その他の接着剤組成物は、（ａ）ポリイソブチレン材料と、（ｂ）接着剤組成物の総固
体含量に基づき少なくとも１０重量パーセントの粘着付与樹脂と、を含有する。これらの
接着剤組成物は、多くの場合、接着剤組成物の総固体含量に基づき少なくとも１５重量パ
ーセント、少なくとも２０重量パーセント、又は少なくとも２５重量パーセントの粘着付
与樹脂を含む。ポリイソブチレン材料の含量は、多くの場合、接着剤組成物の総固体含量
に基づき８５重量パーセント未満、８０重量パーセント未満、７５重量パーセント未満、
又は７０重量パーセント未満である。これらの接着剤組成物は、第４の代表的な接着剤組
成物及び第５の代表的な接着剤組成物で示されるように、１つ以上の重量平均分子量範囲
のポリイソブチレン材料で処方してよい。粘着付与樹脂の追加により、多くの場合、接着
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剤組成物の様々な所望の接着特性又は物理的特性のバランスを保つことが容易になる。更
に、接着剤組成物中に粘着付与樹脂を含めると、多くの場合、ＰＳＡ層のコストが下がる
。
【００６７】
　第４の代表的な接着剤組成物は、（ａ）接着剤組成物の総固体含量に基づき４０～９０
重量パーセントの範囲の量のポリイソブチレン材料と、（ｂ）接着剤組成物の総固体含量
に基づき１０～６０重量パーセントの範囲の量の粘着付与樹脂と、を含む。ポリイソブチ
レン材料は、８５，０００～４，２００，０００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を
有する第１のポリイソブチレンを含む。例えば、第１のポリイソブチレンの重量平均分子
量は、１００，０００～４，２００，０００グラム／モルの範囲、２００，０００～４，
０００，０００グラム／モルの範囲、４００，０００～４，０００，０００グラム／モル
の範囲、５００，０００～４，０００，０００グラム／モルの範囲、１，０００，０００
～４，０００，０００グラム／モルの範囲、１００，０００～３，０００，０００グラム
／モルの範囲、１００，０００～２，０００，０００グラム／モルの範囲、１００，００
０～１，０００，０００グラム／モルの範囲、１００，０００～５００，０００グラム／
モルの範囲、８５，０００～５００，０００グラム／モルの範囲、１００，０００～４０
０，０００グラム／モルの範囲、１００，０００～３００，０００グラム／モルの範囲、
又は８５，０００～３００，０００グラム／モルの範囲であってよい。
【００６８】
　第４の代表的な接着剤組成物に含まれるポリイソブチレン材料は、多くの場合、少なく
とも９０重量パーセントの、８５，０００～４，２００，０００グラム／モルの範囲の重
量平均分子量を有する第１のポリイソブチレンを含有する。例えば、ポリイソブチレン材
料は、少なくとも９２重量パーセント、少なくとも９４重量パーセント、少なくとも９６
重量パーセント、少なくとも９８重量パーセント、少なくとも９９重量パーセント、又は
少なくとも９９．５重量パーセントの第１のポリイソブチレンを含む。
【００６９】
　これらの代表的な第４の接着剤組成物は、４０～８０重量パーセントのポリイソブチレ
ン材料と２０～６０重量パーセントの粘着付与樹脂、４０～７０重量パーセントのポリイ
ソブチレン材料と３０～６０重量パーセントの粘着付与樹脂、４０～６０重量パーセント
のポリイソブチレン材料と４０～６０重量パーセントの粘着付与樹脂、５０～９０重量パ
ーセントのポリイソブチレン材料と１０～５０重量パーセントの粘着付与樹脂、６０～９
０重量パーセントのポリイソブチレン材料と１０～４０重量パーセントの粘着付与樹脂、
又は７０～９０重量パーセントのポリイソブチレン材料と１０～３０重量パーセントの粘
着付与樹脂を含んでよい。ポリイソブチレン材料の重量パーセントと粘着付与樹脂の重量
パーセントは、接着剤組成物の固体重量に基づく。
【００７０】
　いくつかのより具体的な代表的な第４の接着剤組成物は、６０～９０重量パーセントの
ポリイソブチレン材料と１０～４０重量パーセントの粘着付与樹脂、又は７０～９０重量
パーセントのポリイソブチレン材料と１０～３０重量パーセントの粘着付与剤を含有する
。ポリイソブチレン材料は、少なくとも９０重量パーセント、少なくとも９５重量パーセ
ント、少なくとも９８重量パーセント、又は少なくとも９９重量パーセントの、８５，０
００～５００，０００グラム／モルの範囲、８５，０００～３００，０００グラム／モル
の範囲、又は１００，０００～３０００，０００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を
有する第１のポリイソブチレンを含有する。
【００７１】
　１つの分子量範囲のポリイソブチレン材料と粘着付与樹脂とを含有する第４の代表的な
接着剤組成物において、粘着付与剤の量が増すにつれて接着強度が上昇する傾向がある。
しかし、粘着付与剤の量が増加すると結合力が低下する傾向があり、除去目的で接着テー
プが引き伸ばされるとき、より多くの残留物が基材上に残る傾向がある。
【００７２】
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　第５の代表的な接着剤組成物は、（ａ）接着剤組成物の総固体含量に基づき７０～９０
重量パーセントの範囲の量のポリイソブチレン材料と、（ｂ）接着剤組成物の総固体含量
に基づき１０～３０重量パーセントの範囲の量の粘着付与樹脂と、を含む。ポリイソブチ
レン材料は、（ｉ）１００，０００グラム／モル～４，２００，０００グラム／モルの範
囲の重量平均分子量を有する第１のポリイソブチレンと、（ｉｉ）３０，０００～７５，
０００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を有する第２のポリイソブチレンと、を含む
。典型的には、ポリイソブチレン材料は、ポリイソブチレン材料の重量に基づき（ｉ）１
０～３０重量パーセントの第１のポリイソブチレンと、（ｉｉ）７０～９０重量パーセン
トの第２のポリイソブチレンと、を含む。
【００７３】
　第５の代表的な接着剤組成物中の第１のポリイソブチレンは、１００，０００～４，０
００，０００グラム／モルの範囲、１００，０００～３，０００，０００グラム／モルの
範囲、１００，０００～２，０００，０００グラム／モルの範囲、１００，０００～１，
０００，０００グラム／モルの範囲、１００，０００～５００，０００グラム／モルの範
囲、１００，０００～４００，０００グラム／モルの範囲、又は１００，０００～３００
，０００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を有してよい。第２のポリイソブチレンは
、４０，０００～７０，０００グラム／モルの範囲、５０，０００～７０，０００グラム
／モルの範囲、５０，０００～６０，０００グラム／モルの範囲、５５，０００～７５，
０００グラム／モルの範囲、６０，０００～７５，０００グラム／モルの範囲、又は６５
，０００～７５，０００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を有してよい。
【００７４】
　第５の代表的な接着剤組成物中のポリイソブチレン材料は、多くの場合、１０～２５重
量パーセントの第１のポリイソブチレンと７５～９０重量パーセントの第２のポリイソブ
チレン、１０～２０重量パーセントの第１のポリイソブチレンと８０～９０重量パーセン
トの第２のポリイソブチレン、１５～３０重量パーセントの第１のポリイソブチレンと７
０～８５重量パーセントの第２のポリイソブチレン、又は２０～３０重量パーセントの第
１のポリイソブチレンと７０～８０重量パーセントの第２のポリイソブチレンを含有する
。これら第１のポリイソブチレン及び第２のポリイソブチレンの重量パーセントは、ポリ
イソブチレン材料の総重量に基づく。
【００７５】
　この第５の代表的な接着剤組成物は、多くの場合、７０～８５重量パーセントのポリイ
ソブチレン材料と１５～３０重量パーセントの粘着付与樹脂、７０～８０重量パーセント
のポリイソブチレン材料と２０～３０重量パーセントの粘着付与樹脂、７５～９０重量パ
ーセントのポリイソブチレン材料と１０～２５重量パーセントの粘着付与樹脂、又は８０
～９０重量パーセントのポリイソブチレン材料と１０～２０重量パーセントの粘着付与樹
脂を含有する。
【００７６】
　総じて、第５の代表的な接着剤組成物は、（ａ）１０～２０重量パーセントの範囲の量
の第１のポリイソブチレンと、（ｂ）５０～８０重量パーセントの範囲の量の第２のポリ
イソブチレンと、（ｃ）接着剤組成物の総固体含量に基づき１０～３０重量パーセントの
範囲の量の粘着付与樹脂と、を含有してよい。例えば、接着剤組成物は、（ａ）１０～１
５重量パーセント又は１５～２０重量パーセントの第１のポリイソブチレンと、（ｂ）５
０～８０重量パーセントの第２のポリイソブチレンと、（ｃ）１０～３０重量パーセント
の粘着付与樹脂と、を含有してよい。別の例では、（ａ）１０～２０重量パーセントの第
１のポリイソブチレンと、（ｂ）５０～７５重量パーセント、５０～７０重量パーセント
、５０～６０重量パーセント、６０～８０重量パーセント、又は７０～８０重量パーセン
トの第２のポリイソブチレンと、（ｃ）１０～３０重量パーセントの粘着付与樹脂と、を
含有してよい。更に別の例では、（ａ）１０～２０重量パーセントのポリイソブチレンと
、（ｂ）５０～８０重量パーセントの第２のポリイソブチレンと、（ｃ）１０～２５重量
パーセント、１０～２０重量パーセント、１５～３０重量パーセント、又は２０～３０重
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量パーセントの粘着付与樹脂と、を含有してよい。
【００７７】
　類似の接着強度及び結合力を有する第４の代表的な接着剤組成物と比較すると、第５の
代表的な接着剤組成物は、多くの場合、粘着付与樹脂の含有量が低い。
【００７８】
　任意の接着剤組成物に含まれるポリイソブチレン材料は、ホモポリマー、コポリマー、
又はこれらの混合物であってよい。コポリマーは、ランダム又はブロックコポリマーであ
ってよい。ブロックコポリマーは、高分子材料の主鎖中、側鎖中、又は主鎖及び側鎖の両
方にポリイソブチレン部分を含むことができる。ポリイソブチレン材料は、典型的には、
イソブチレンのみを重合させることにより、又は塩化アルミニウム又は三フッ化ホウ素な
どのＬｅｗｉｓ触媒の存在下で、イソブチレンと追加のエチレン性不飽和モノマーを重合
させることにより、調製される。
【００７９】
　ポリイソブチレン材料は、いくつかの製造業者より市販されている。ホモポリマーは、
例えば、ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐ．（Ｆｌｏｒｈａｍ　Ｐａｒｋ，ＮＪ）から商品名ＯＰＰＡ
ＮＯＬ（例えば、ＯＰＰＡＮＯＬ　Ｂ１５、Ｂ３０、Ｂ５０、Ｂ１００、Ｂ１５０、及び
Ｂ２００）で市販される。これらのポリマーは、多くの場合、約４０，０００～４，００
０，０００グラム／モルの範囲の重量平均分子量を有する。更に別の代表的なホモポリマ
ーは、Ｓｔ．Ｐｅｔｅｒｓｂｕｒｇ，ＲｕｓｓｉａのＵｎｉｔｅｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　
Ｐｒｏｄｕｃｔｓ（ＵＣＰ）から様々な分子量範囲で市販されている。例えば、ホモポリ
マーは、約３５，０００～６５，０００グラム／モルの範囲の粘度平均分子量を有する商
品名ＳＤＧとしてＵＣＰから市販されている。ホモポリマーは、約４８０，０００～約４
，０００，０００グラム／モルの範囲の粘度平均分子量を有する商品名ＥＦＲＯＬＥＮと
してＵＣＰから市販されている。ホモポリマーは、約３０００～約５５，０００グラム／
モルの範囲の粘度平均分子量を有する商品名ＪＨＹとしてＵＣＰから市販されている。こ
れらのホモポリマーは、典型的には反応性二重結合を有しない。
【００８０】
　その他の好適なポリイソブチレンホモポリマーは、ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐ．（Ｆｌｏｒｈ
ａｍ　Ｐａｒｋ，ＮＪ）から商品名ＧＬＩＳＳＯＰＡＬ（例えば、ＧＬＩＳＳＯＰＡＬ　
１０００、１３００、及び２３００）で市販される。これらのポリイソブチレン材料は、
通常末端二重結合を有しており、反応性ポリイソブチレン材料であると考えられる。これ
らのポリマーは、多くの場合、約５００～約２，３００グラム／モルの範囲の数平均分子
量を有する。重量平均分子量の数平均分子量に対する比は、典型的には約１．６～２．０
の範囲である。
【００８１】
　ポリイソブチレンコポリマーは、多くの場合、少量の他のモノマー、例えばスチレン、
イソプレン、ブテン、又はブタジエンなどの存在下で、イソブチレンを重合することによ
り調製される。これらのコポリマーは、典型的には、モノマー混合物中のモノマー重量に
基づき少なくとも７０重量パーセント、少なくとも７５重量パーセント、少なくとも８０
重量パーセント、少なくとも８５重量パーセント、少なくとも９０重量パーセント、又は
少なくとも９５重量パーセントのイソブチレンを含むモノマー混合物から調製される。好
適なイソブチレン／イソプレンコポリマーは、Ｅｘｘｏｎ　Ｍｏｂｉｌ　Ｃｏｒｐ．から
商品名ＥＸＸＯＮ　ＢＵＴＹＬ（例えば、ＥＸＸＯＮ　ＢＵＴＹＬ　０６５、０６８、及
び２６８）で市販される。これらの材料は、約１．０５～約２．３０モルパーセントの範
囲の不飽和度を有する。その他の代表的なイソブチレン／イソプレンコポリマーは、Ｕｎ
ｉｔｅｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ（Ｓｔ．Ｐｅｔｅｒｓｂｕｒｇ，Ｒｕｓ
ｓｉａ）から、例えば約１．７モルパーセントの不飽和度を有するＢＫ－１６７５Ｎが市
販される。更に別の代表的なイソブチレン／イソプレンコポリマーは、ＬＡＮＸＥＳＳ（
Ｓａｒｎｉａ，Ｏｎｔａｒｉｏ，Ｃａｎａｄａ）から、例えばＬＡＮＸＥＳＳ　ＢＵＴＹ
Ｌ　３０１（不飽和度約１．８５モルパーセント）、ＬＡＮＸＥＳＳ　ＢＵＴＹＬ　１０
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１－３（不飽和度約１．７５モルパーセント）、及びＬＡＮＸＥＳＳ　ＢＵＴＹＬ　４０
２（不飽和度約２．２５重量パーセント）が市販される。好適なイソブチレン／スチレン
ブロックコポリマーは、Ｋａｎｅｋａ（Ｏｓａｋａ，Ｊａｐａｎ）から商品名ＳＩＢＳＴ
ＡＲで市販される。これらの材料は、コポリマーの重量に基づき約１５～３０重量パーセ
ントの様々なスチレン含量の二元ブロック及び三元ブロックの両方として入手できる。
【００８２】
　接着剤組成物の一部は、粘着付与樹脂を含む。好適な粘着付与樹脂は、ポリイソブチレ
ン材料との良好な相溶性（すなわち、混和性）を示すものである。すなわち、好適な粘着
付与樹脂は、ポリイソブチレン材料と混合し、視覚的に透明又は光学的に透明な接着剤層
を調製できるものである。粘着付与樹脂を含有するほとんどの接着剤組成物では、粘着付
与樹脂は炭化水素系材料である。粘着付与樹脂は、典型的には非晶質であり、５０００グ
ラム／モル以下の重量平均分子量を有する。重量平均分子量が約５０００グラム／モルを
超える場合、ポリイソブチレン材料との相溶性が低下する、粘着度が低下する、又はその
両方の場合がある。分子量は、多くの場合、４０００グラム／モル以下、約２５００グラ
ム／モル以下、２０００グラム／モル以下、１５００グラム／モル以下、１０００グラム
／モル以下、又は５００グラム／モル以下である。いくつかの実施形態では、分子量は２
００～５０００グラム／モルの範囲、２００～４０００グラム／モルの範囲、２００～２
０００グラム／モルの範囲、又は２００～１０００グラム／モルの範囲である。
【００８３】
　いくつかの好適な粘着付与樹脂は、水素添加炭化水素樹脂である。水素添加炭化水素樹
脂は、多くの場合、水素添加脂環式樹脂、水素添加芳香族樹脂、又はこれらの組み合わせ
である。例えば、いくつかの粘着付与樹脂は、石油ナフサの熱分解で生成されるＣ９留分
のコポリマー化により得られる水素添加Ｃ９系石油樹脂、石油ナフサの熱分解で生成され
るＣ５留分のコポリマー化により得られる水素添加Ｃ５系石油樹脂、又は、石油ナフサの
熱分解で生成されるＣ５留分及びＣ９留分の組み合わせの重合により得られる水素添加Ｃ
５／Ｃ９系石油樹脂である。Ｃ９留分として、例えば、インデン、ビニル－トルエン、α
－メチルスチレン、β－メチルスチレン、又はこれらの組み合わせを挙げることができる
。その他代表的な粘着付与樹脂。Ｃ５留分として、例えば、ペンタン、イソプレン、ピペ
リン、１，３－ペンタジエン、又はこれらの組み合わせを挙げることができる。
【００８４】
　粘着付与剤は、任意の好適な軟化温度、つまり軟化点を有してよい。軟化温度が２００
℃を超える場合、樹脂は粘着付与樹脂として機能できない。軟化温度は、多くの場合、２
００℃未満、１８０℃未満、１６０℃未満、１５０℃未満、１２５℃未満、又は１２０℃
未満である。しかし、熱が発生する傾向がある用途において、粘着付与剤は多くの場合、
少なくとも７５℃であることが多い軟化点を有するように選択される。接着剤組成物が、
電子装置又は電子部品などからの熱に曝されるとき、このような軟化点は、粘着付与剤の
、接着剤組成物の残りの部分からの分離を最小限にする。軟化温度は、多くの場合、少な
くとも８０℃、少なくとも８５℃、少なくとも９０℃、又は少なくとも９５℃になるよう
に選択される。しかし、熱が発生しない用途において、粘着付与剤は７５℃未満の軟化点
を有してよい。
【００８５】
　いくつかの好適な粘着付与樹脂は、Ａｒａｋａｗａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｉｎｄｕｓｔ
ｒｉｅｓ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．（Ｏｓａｋａ，Ｊａｐａｎ）から商品名ＡＲＫＯＮ（例えば
、ＡＲＫＯＮ　Ｐ又はＡＲＫＯＮ　Ｍ）で市販される。これらの材料は、無色透明の水素
添加炭化水素樹脂であると、営業用文献に記載されている。ＡＲＫＯＮ　Ｐ系（例えば、
Ｐ－７０、Ｐ－９０、Ｐ－１００、Ｐ－１１５、及びＰ－１４０）は、完全に水素添加さ
れており、一方ＡＲＫＯＮ　Ｍ系（例えば、Ｍ－９０、Ｍ－１００、Ｍ－１１５、及びＭ
－１３５）は、部分的に水素添加されている。ＡＲＫＯＮ　Ｐ－１００は、約８５０グラ
ム／モルの数平均分子量、約１００℃の軟化点、及び約４５℃のガラス転移温度を有する
。ＡＲＫＯＮ　Ｐ－１４０は、約１２５０グラム／モルの数平均分子量、約１４０℃の軟
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化点、及び約９０℃のガラス転移温度を有する。ＡＲＫＯＮ　Ｍ－９０は、約７３０グラ
ム／モルの数平均分子量、約９０℃の軟化点、及び約３６℃のガラス転移温度を有する。
ＡＲＫＯＮ　Ｍ－１００は、約８１０グラム／モルの数平均分子量、約１００℃の軟化点
、及び約４５℃のガラス転移温度を有する。
【００８６】
　その他好適な粘着付与樹脂は、Ｅｘｘｏｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから商品名ＥＳＣＯＲＥ
Ｚで市販される。ＥＳＣＯＲＥＺ　５３００（例えば、ＥＳＣＯＲＥＺ　５３００、５３
２０、５３４０、及び５３８０）シリーズの樹脂は、無色透明の脂環式炭化水素樹脂であ
ると、営業用文献に記載されている。これらの材料は、約３７０グラム／モル～約４６０
グラム／モルの範囲の重量平均分子量、約８５℃～約１４０℃の範囲の軟化点、及び約３
５℃～約８５℃の範囲のガラス転移温度を有する。ＥＳＣＯＲＥＺ　５４００（例えば、
ＥＳＣＯＲＥＺ　５４００及び５４１５）シリーズの樹脂は、非常に明色の脂環式炭化水
素樹脂であると、営業用文献に記載されている。これらの材料は、約４００～約４３０グ
ラム／モルの範囲の重量平均分子量、約１０３℃～１１８℃の範囲の軟化点、及び約５０
℃～６５℃の範囲のガラス転移温度を有する。ＥＳＣＯＲＥＺ　５６００（例えば、ＥＳ
ＣＯＲＥＺ　５６００、５６１５、５６３７、及び５６９０）シリーズの樹脂は、非常に
明色の芳香族修飾された脂環式樹脂であると、営業用文献に記載されている。芳香族水素
原子の割合は、樹脂中の全水素原子重量に基づき約６～１２重量パーセントの範囲である
。これらの材料は、４８０グラム／モル～５２０グラム／モルの範囲の重量平均分子量、
約８７℃～約１３３℃の範囲の軟化点、及び約４０℃～７８℃の範囲のガラス転移温度を
有する。ＥＳＣＯＲＥＺ　１３００（例えば、１３１５、１３１０ＬＣ、及び１３０４）
シリーズ樹脂は、高軟化点を有する脂肪族樹脂であると、営業用文献に記載されている。
ＥＳＣＯＲＥＺ　１３１５は、約２２００グラム／モルの重量平均分子量、１１２℃～１
１８℃の範囲の軟化点、及び約６０℃のガラス転移温度を有する。ＥＳＣＯＲＥＺ　１３
１０ＬＣは、明色、約１３５０グラム／モルの重量平均分子量、９５℃の軟化点、及び約
４５℃のガラス転移温度を有する。ＥＳＣＯＲＥＺ　１３０４は、約１６５０グラム／モ
ルの重量平均分子量、９７℃～１０３℃の範囲の軟化点、及び５０℃のガラス転移温度を
有する。
【００８７】
　更に別の好適な粘着付与樹脂は、Ｅａｓｔｍａｎ（Ｋｉｎｇｓｐｏｒｔ，ＴＮ）から商
品名ＲＥＧＡＬＲＥＺ（例えば、ＲＥＧＡＬＲＥＺ　１０８５、１０９４、１１２６、１
１３９、３１０２、及び６１０８）で市販される。これらの樹脂は、水素添加芳香族の純
粋モノマー炭化水素樹脂であると、営業用文献に記載されている。それらは、８５０グラ
ム／モル～３１００グラム／モルの範囲の重量平均分子量、８７℃～１４１℃の範囲の軟
化温度、及び３４℃～８４℃の範囲のガラス転移温度を有する。ＲＥＧＡＬＥＺ　１０１
８は、熱を発生しない用途において使用できる。この粘着付与樹脂は、約３５０グラム／
モルの重量平均分子量、１９℃の軟化点、及び２２℃のガラス転移温度を有する。
【００８８】
　更に別の好適な粘着付与樹脂は、Ｃｒａｙ　Ｖａｌｌｅｙ（Ｅｘｔｏｎ，ＰＡ）から商
品名ＷＩＮＧＴＡＣＫ（例えば、ＷＩＮＧＴＡＣＫ　９５及びＲＷＴ－７８５０）樹脂で
市販される。営業用文献では、これらの粘着付与樹脂は、脂肪族Ｃ５モノマーのカチオン
重合により得られる合成樹脂として記載されている。ＷＩＮＧＴＡＣＫ　９５は、１７０
０グラム／モルの重量平均分子量、９８℃の軟化点、及び５５℃のガラス転移温度を有す
る淡黄色の固体である。ＷＩＮＧＴＡＣＫ　ＲＷＴ－７８５０は、１７００グラム／モル
の重量平均分子量、１０２℃の軟化点、及び５２℃のガラス転移温度を有する淡黄色の固
体である。
【００８９】
　更により好適な粘着付与樹脂は、Ｅａｓｔｍａｎ（Ｋｉｎｇｓｐｏｒｔ，ＴＮ）から商
品名ＰＩＣＣＯＴＡＣ（例えば、ＰＩＣＣＯＴＡＣ　６０９５－Ｅ、８０９０－Ｅ、８０
９５、８５９５、９０９５、及び９１０５で市販される）。営業用文献では、これらの樹
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脂は、芳香族修飾された脂肪族炭化水素樹脂、又は芳香族修飾されたＣ５樹脂として記載
されている。ＰＩＣＣＯＴＡＣＫ　６０９５－Ｅは、１７００グラム／モルの重量平均分
子量、及び９８℃の軟化点を有する。ＰＩＣＣＯＴＡＣＫ　８０９０－Ｅは、１９００グ
ラム／モルの重量平均分子量、及び９２℃の軟化点を有する。ＰＩＣＣＯＴＡＣＫ　８０
９５は、２２００グラム／モルの重量平均分子量、及び９５℃の軟化点を有する。ＰＩＣ
ＣＯＴＡＣ　８５９５は、１７００グラム／モルの重量平均分子量、及び９５℃の軟化点
を有する。ＰＩＣＣＯＴＡＣ　９０９５は、１９００グラム／モルの重量平均分子量、及
び９４℃の軟化点を有する。ＰＩＣＣＯＴＡＣ　９１０５は、３２００グラム／モルの重
量平均分子量、及び１０５℃の軟化点を有する。
【００９０】
　接着剤組成物の一部は、多官能性モノマーを使用して硬化される。多官能性モノマーは
、典型的には、複数の（メタ）アクリロイル基（すなわち、式Ｈ２Ｃ＝Ｃ（Ｒ１）－（Ｃ
Ｏ）－（式中、Ｒ１は水素又はメチル）の基）を有する。多官能性モノマーは、多官能性
（メタ）アクリレート、多官能性（メタ）アクリルアミド、又は（メタ）アクリルアミド
及び（メタ）アクリレートの両方である化合物であってよい。理論に束縛されるものでは
ないが、多官能性モノマーは、接着剤組成物中の任意のエチレン性不飽和基と反応できる
。例えば、多官能性モノマーは、末端エチレン性不飽和基を有する、その他多官能性モノ
マーを有する、又は両方を有するポリイソブチレン材料と反応できる。多くの接着剤組成
物では、多官能性モノマーは、エチレン性不飽和基を有して存在する唯一の化合物である
。すなわち、末端エチレン性不飽和基を有するポリイソブチレン材料を含まない接着剤組
成物では、多官能性モノマーは他の多官能性モノマーと反応する。好適な多官能性モノマ
ーは、ポリイソブチレン材料及び粘着付与樹脂と相溶性がある架橋材料の生成をもたらす
ものである。
【００９１】
　多官能性モノマーは、多くの場合多官能性（メタ）アクリレートである。多官能性（メ
タ）アクリレートは、通常、２つ、３つ、又は４つの（メタ）アクリロイル基を有する。
多官能性モノマーは、任意の好適な分子量であってよく、例えば、ポリマー材料又はオリ
ゴマー材料を含んでよい。いくつかの実施形態では、多官能性（メタ）アクリレートは、
２つの（メタ）アクリロイル基を有する、次式：
　Ｈ２Ｃ＝Ｃ（Ｒ１）－（ＣＯ）－Ｏ－Ｒ２－Ｏ－（ＣＯ）－（Ｒ１）Ｃ＝ＣＨ２

　であってよい。この式中、Ｒ１は水素又はメチルであり、Ｒ２はアルキレン、アリーレ
ン、ヘテロアルキレン、又はこれらの組み合わせである。Ｒ２に含まれる任意のアルキレ
ン又はヘテロアルキレンは、直鎖状、分枝状、環状、又はこれらの組み合わせであってよ
い。ヘテロアルキレンは任意の好適なヘテロ原子を含んでよいが、多くの場合ヘテロ原子
は酸素である。多くの実施形態では、多官能性（メタ）アクリレートは、少なくとも４～
４０個の炭素原子、８～４０個の炭素原子、４～３０個の炭素原子、８～３０個の炭素原
子、４～２０個の炭素原子、８～２０個の炭素原子、６～１８個の炭素原子、８～１８個
の炭素原子、６～１６個の炭素原子、８～１６個の炭素原子、８～１４個の炭素原子、又
は８～１２個の炭素原子を有するアルキレン基を持つアルキレンジ（メタ）アクリレート
である。代表的なアルキレンジ（メタ）アクリレートとして、トリシクロデカン（tricyl
codecane）ジメタノールジ（メタ）アクリレート、１，９－ノナンジオールジ（メタ）ア
クリレート、１，１０－デカンジオールジ（メタ）アクリレート、トリシクロデカンジメ
タノールジ（メタ）アクリレート、トリシクロデカンジオールジ（メタ）アクリレート、
シクロヘキサンジメタノールジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メ
タ）アクリレート、又は水素添加ポリブタジエンジ（メタ）アクリレートが挙げられるが
、これらに限定されない。代表的なヘテロアルキレンジ（メタ）アクリレートとして、ポ
リエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、例えばＳａｒｔｏｍｅｒ（Ｅｘｔｏｎ，
ＰＡ）から商品名ＳＲ２１０（約２００グラム／モルの重量平均分子量を有するポリエチ
レングリコールに基づく）、ＳＲ２５２（約４００グラム／モルの重量平均分子量を有す
るポリエチレングリコールに基づく）、及びＳＲ６０３（約６００グラム／モルの重量平
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均分子量を有するポリエチレングリコールに基づく）で市販されるものが挙げられるが、
これらに限定されない。好適な３つの（メタ）アクリロイル基を有する多官能性（メタ）
アクリレートとして、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレートが挙げられるが
、これらに限定されない。好適なオリゴマー材料として、ウレタンアクリレートオリゴマ
ーが挙げられるが、これらに限定されない。
【００９２】
　多官能性モノマーは、典型的には、接着剤層の総固体含量に基づき３０重量パーセント
以下の量で存在する。（メタ）アクリレート材料の量が約３０重量パーセントを超える場
合、接着剤層の可撓性が不足することがある。多官能性モノマーは、多くの場合、接着剤
層の総固体含量に基づき２５重量パーセント以下、２０重量パーセント以下、１５重量パ
ーセント以下、１０重量パーセント以下、５重量パーセント以下、４重量パーセント以下
、３重量パーセント以下、又は２重量パーセント以下の量で存在する。より具体的には、
多官能性モノマーは、接着剤層の総固体含量に基づき０～３０重量パーセントの範囲、０
．１～２０重量パーセントの範囲、０．１～１０重量パーセントの範囲、０．２～６重量
パーセントの範囲、０．１～４重量パーセントの範囲、０．１～２重量パーセントの範囲
、又は０～４重量パーセントの範囲の量で存在してよい。
【００９３】
　多官能性モノマーを添加すると、接着剤層の結合力の上昇をもたらす傾向がある。接着
剤組成物のガラス転移温度は、硬化により上昇する傾向がある。更に、ポリイソブチレン
及び粘着付与樹脂の混和性、つまり相溶性は、多官能性モノマーの添加により改善され得
る。
【００９４】
　多官能性モノマーが接着剤組成物に含まれるとき、典型的には、様々なエチレン性不飽
和基を反応させる手段が追加される。いくつかの実施形態では、電子ビーム又はガンマ線
の存在下で硬化反応が起こり得る。別の実施形態では、反応開始剤を添加して様々なエチ
レン性不飽和基を反応させてよい。反応開始剤は、熱反応開始剤又は光開始剤であってよ
い。熱反応開始剤は、多くの場合、接着剤組成物の総固体含量に基づき０．０１～５重量
パーセント、０．０１～２重量パーセント、０．０１～１重量パーセント、又は０．０１
～０．５重量パーセントの濃度で使用する。光開始剤は、多くの場合、接着剤組成物の総
固体含量に基づき０．０１～１０重量パーセント、０．０１～５重量パーセント、０．０
１～２重量パーセント、０．０１～１重量パーセント、又は０．０１～０．５重量パーセ
ントの濃度で使用する。
【００９５】
　熱反応開始剤は、多くの場合、ペルオキシド、ヒドロペルオキシド、又はアゾ化合物で
ある。代表的なペルオキシドとして、過酸化ベンゾイル、ジクミルペルオキシド、ｐ－ジ
イソプロピルベンゼン（diisoprpylbenzene）ジヒドロペルオキシド、シクロヘキサンペ
ルオキシド、１，１－ビス（第三ブチルペルオキシ）シクロヘキサン、１，１－ジ（第三
ヘキシルペルオキシ）－３，３，５－トリメチルシクロヘキサン（tirmethylcyclohexane
）、１，１－ジ（第三ブチルペルオキシ）－３，３，５－トリメチルシクロヘキサン、１
，１－ジ（第三アミルペルオキシ）－３，３，５－トリメチルシクロヘキサン、ラウリル
ペルオキシド、及びジラウロイルペルオキシドが挙げられるが、これらに限定されない。
代表的なヒドロペルオキシドとしては、ｔｅｒｔ－ブチルヒドロペルオキシドが挙げられ
るが、これらに限定されない。代表的なアゾ化合物として、ＤｕＰｏｎｔ（Ｗｉｌｍｉｎ
ｇｔｏｎ，ＤＥ）から商品名ＶＡＺＯ　６７で市販されている２，２’－アゾビス（２－
メチルブタンニトリル）、ＤｕＰｏｎｔからＶＡＺＯ　６４として市販されている２，２
’－アゾビス（イソブチロニトリル）、及びＤｕＰｏｎｔからＶＡＺＯ　５２として市販
されている２，２’－アゾビス（２，４－ジメチルペンタンニトリル）が挙げられるが、
これらに限定されない。反応開始剤は、典型的には、重合性組成物中の重合性物質の総重
量に基づいて、０．０１～５重量パーセントの範囲、０．０１～２重量パーセントの範囲
、０．０１～１重量パーセントの範囲又は０．０１～０．５重量パーセントの範囲の量で
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存在する。
【００９６】
　熱反応開始剤が使用される場合、裏材層又はその他支持表面上に接着剤組成物の層が形
成された後、接着剤組成物は典型的には加熱される。接着剤組成物の硬化に好適な任意の
温度を使用してよい。例えば、接着剤層を、最大２００℃、最大１７５℃、最大１５０℃
、最大１２５℃、最大１００℃、最大９０℃、又は最大８０℃の温度で加熱してよい。あ
る温度に曝す時間が長くなる場合、多くの場合は温度を下げることができる。
【００９７】
　紫外線領域において好適な光開始剤の例としては、ベンゾイン、ベンゾインアルキルエ
ーテル（例えば、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、及びア
ニソインメチルエーテルなどの置換ベンゾインアルキルエーテル）、フェノン（例えば、
２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノン、２，２－ジエトキシアセトフェノン
などの置換アセトフェノン、２－メチル－２－ヒドロキシプロピオフェノンなどの置換α
－ケトール）、ホスフィンオキシド、ポリマー光開始剤などが挙げられるが、これらに限
定されない。
【００９８】
　市販の光開始剤として、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニル－プロパン－１－
オン（例えば、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから商品名ＤＡＲＯ
ＣＵＲ　１１７３で市販される）、２，４，６－トリメチルベンゾイル－ジフェニル－ホ
スフィンオキシド（例えば、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから商
品名ＤＡＲＯＣＵＲ　ＴＰＯで市販される）、２，４，６－トリメチルベンゾイル－ジフ
ェニル－ホスフィンオキシドと２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニル－プロパン－
１－オンとの混合物（例えば、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから
商品名ＤＡＲＯＣＵＲ　４２６５で市販される）、２，２－ジメトキシ－１，２－ジフェ
ニルエタン－１－オン（例えば、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓか
ら商品名ＩＲＧＡＣＵＲＥ　６５１で市販される）、ビス（２，６－ジメトキシベンゾイ
ル）－２，４，４－トリメチル－ペンチルホスフィンオキシドと１－ヒドロキシ－シクロ
ヘキシル－フェニル－ケトンとの混合物（例えば、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌｓから商品名ＩＲＧＡＣＵＲＥ　１８００で市販される）、ビス（２，６－
ジメトキシベンゾイル）－２，４，４－トリメチル－ペンチルホスフィンオキシドとの混
合物（例えば、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから商品名ＩＲＧＡ
ＣＵＲＥ　１７００で市販される）、２－メチル－１［４－（メチルチオ）フェニル］－
２－モルホリノプロパン－１－オン（例えば、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌｓから商品名ＩＲＧＡＣＵＲＥ　９０７で市販される）、１－ヒドロキシ－シク
ロヘキシル－フェニル－ケトン（例えば、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌｓから商品名ＩＲＧＡＣＵＲＥ　１８４で市販される）、２－ベンジル－２－（ジメ
チルアミノ）－１－［４－（４－モルホリニル）フェニル］－１－ブタノン（例えば、Ｃ
ｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから商品名ＩＲＧＡＣＵＲＥ　３６９
で市販される）、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）－フェニルホスフィンオキ
シド（例えば、Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから商品名ＩＲＧＡ
ＣＵＲＥ　８１９で市販される）、エチル２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニル
ホスフィネート（例えば、ＢＡＳＦ（Ｃｈａｒｌｏｔｔｅ，ＮＣ）から商品名ＬＵＣＩＲ
ＩＮ　ＴＰＯ－Ｌで市販される）、及び２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホ
スフィンオキシド（例えば、ＢＡＳＦ（Ｃｈａｒｌｏｔｔｅ，ＮＣ）から商品名ＬＵＣＩ
ＲＩＮ　ＴＰＯで市販される）、及びオリゴ［２－ヒドロキシ－２－メチル－１－［４－
（１－メチルビニル）フェニル］プロパノン（propaneone）］（Ｌａｍｂｅｒｔｉ　Ｓ．
Ｐ．Ａ．Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｉｅｓ（Ｉｔａｌｙ）から商品名ＥＳＡＣ
ＵＲＥ　ＯＮＥで市販される）が挙げられるが、これらに限定されない。
【００９９】
　光開始剤が使用される場合、裏材層又はその他支持表面上に接着剤組成物の層が形成さ
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れた後、接着剤組成物は典型的には化学線に曝露される。光開始剤は、多くの場合、異な
る波長の化学線に反応するように選択されてよい。化学線は、多くの場合、電磁スペクト
ルの紫外線領域における光波長を含む。上記の光開始剤の多くは、紫外線で使用するのに
好適である。
【０１００】
　接着剤組成物は、柔軟化剤などのその他任意の添加剤を含んでよい。柔軟化剤を使用し
て、例えば、粘度の調節、加工性の改善（例えば、押出成形に好適な接着剤組成物の作製
）、低温での接着性増加をもたらすガラス転移温度の低下、又は結合力と接着強度との間
のバランスの調整を行うことができる。多くの場合、低い揮発性を有し、電磁スペクトル
の可視領域で透明であり、並びに色及び／若しくは臭いがない又は実質的に色及び／若し
くは臭いがないように、柔軟化剤を選択する。任意の柔軟化剤が接着剤組成物に含まれる
場合、典型的には、２０重量パーセント以下、１５重量パーセント以下、１０重量パーセ
ント以下、又は５重量パーセント以下の量で存在する。
【０１０１】
　多くの接着剤組成物に好適な柔軟化剤として、芳香族類（例えば、ナフタレン類）又は
パラフィン類などの石油系炭化水素、液状ポリブチレン樹脂又は水素添加液状ポリイソプ
レンなどの液状ゴム又はそれらの誘導体が挙げられるが、これらに限定されない。好適な
ポリブチレン樹脂は、ＩＮＥＯＳ　Ｏｌｉｇｏｍｅｒｓ（Ｌｅａｇｕｅ　Ｃｉｔｙ，ＴＸ
）から商品名ＩＮＤＯＰＯＬで、及びＬＩＰＯ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｉｎｃ．（Ｐａｔ
ｅｒｓｏｎ，ＮＪ）から商品名ＰＡＮＡＬＡＮＥ（例えば、ＰＡＮＡＬＡＮＥ　Ｈ３００
Ｅ）で市販される。柔軟化剤が添加される実施形態では、１つの柔軟化剤、又は柔軟化剤
の組み合わせが接着剤組成物に含まれてよい。
【０１０２】
　その他任意の添加剤として、例えば、紫外線吸収剤（例えば、ベンゾトリアゾール、オ
キサゾール酸（oxazolic acid）アミド、ベンゾフェノン、又はこれらの誘導体）、紫外
線安定剤（例えば、ヒンダードアミン又はその誘導体、イミダゾール又はその誘導体、リ
ン系安定剤、及びイオウエステル系安定剤）、酸化防止剤（例えば、ヒンダードフェノー
ル化合物、リン酸エステル、又はこれらの誘導体）を挙げることができる。これら任意の
添加剤、及びこれら任意の添加剤の量は、典型的には、添加剤が接着剤組成物のその他所
望の特性を損なわないように選択される。各種任意の添加剤は、典型的には、接着剤組成
物の固体総重量に基づき５重量パーセント以下、３重量パーセント以下、２重量パーセン
ト以下、１重量パーセント以下、０．５重量パーセント以下、０．３重量パーセント以下
、０．２重量パーセント以下、又は０．１重量パーセント以下の量で存在する。
【０１０３】
　接着剤組成物は更に溶媒を含んでよい。溶媒は、好ましくは、接着剤組成物の成分と反
応しないものである。好適な溶媒は、ポリイソブチレン材料、粘着付与樹脂、又はこの両
方の溶解性に基づいて通常は選択される。溶媒は、例えば、芳香族溶媒（例えば、ベンゼ
ン及びトルエン）又はアルカンなどの脂肪族溶媒（例えば、ヘプタン、ヘキサン、シクロ
ヘキサン）、又はこれらの組み合わせであってよい。存在する場合、溶媒は任意の量で使
用してよい。溶媒は、多くの場合、粘度を低下させるのに十分な量で添加され、裏材層、
つまり支持層の表面のコーティング層として適用できる接着剤組成物を提供する。典型的
には、溶媒の大部分はコーティング層から除去されるため、典型的には余剰の溶媒を避け
る。溶媒は、多くの場合、接着剤組成物の総重量に基づき４０重量パーセント以下、３０
重量パーセント以下、２５重量パーセント以下、２０重量パーセント以下、１５重量パー
セント以下、１０重量パーセント以下の量で接着剤組成物中に存在する。
【０１０４】
　任意の好適な方法を使用して、接着剤組成物から感圧性接着剤層を調製できる。例えば
、接着剤組成物を、剥離ライナーのような支持層にコーティングすること、裏材層に直接
コーティングすること、又は裏材層と共押出成形することができる。いくつかの実施形態
では、接着剤層は２つの剥離ライナーの間に配置されてから、裏材層に積層される。裏材
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層の調製に使用するものとして説明したのと同じタイプの剥離ライナーの多くが、接着剤
層の作製に使用され得る。
【０１０５】
　接着剤層を硬化する場合、硬化反応は、多くの場合、接着剤層が形成された後に起こる
。例えば、接着剤層を形成し、続いて、存在する可能性がある任意の溶媒を加熱して除去
し、熱反応開始剤の存在下で高分子材料を硬化することができる。すなわち、熱反応開始
剤を使用するとき、多くの場合、硬化反応と同時に溶媒を除去することができる。しかし
、ペルオキシド化合物を熱反応開始剤として使用する場合、溶媒は、典型的には最初の温
度で除去され、続いて硬化のために温度を上昇される。光開始剤が使用される場合、溶媒
が存在しない限り加熱工程は含まれない。溶媒除去を行わずに接着剤層が形成され、続い
て化学線に曝露することができる。溶媒がある程度含まれている場合、接着剤層を形成し
、加熱して少なくとも大部分の溶媒を除去し、続いて化学線に曝露してよい。
【０１０６】
　いくつかの実施形態では、接着剤層の一方又は両方の主面に、微細構造化表面を付与す
ることが望ましい場合もある。接着剤の少なくとも一表面に微細化構造表面を持たせるこ
とにより、積層の際の空気排出を助けることが望ましい場合がある。接着剤フィルムの一
方又は両方の表面上に、微細構造化表面を有することが望ましい場合、接着剤コーティン
グ又はフィルムを、微細構造の特徴を有するツール又はライナー上に載置してもよい。次
いで、ライナー又はツールを取り除いて、微細構造化表面を有する接着剤フィルムを露出
させてもよい。光学的用途では、多くの場合、光学的特性との干渉を防ぐため、微細構造
は時間と共に消失することが望ましい。
【０１０７】
　任意の好適な厚さを、１つ又は複数の感圧性接着剤層に使用することができる。多くの
実施形態において、それぞれの感圧性接着剤層は、２０ミル（５００マイクロメートル）
以下、１０ミル（２５０マイクロメートル）以下、５ミル（１２５マイクロメートル）以
下、４ミル（１００マイクロメートル）以下、３ミル（７５マイクロメートル）以下、又
は２ミル（５０マイクロメートル）以下の厚さを有する。感圧性接着剤層の厚さは、多く
の場合、少なくとも０．５ミル（１２．５マイクロメートル）又は少なくとも１ミル（２
５マイクロメートル）である。例えば、感圧性接着剤層の厚さは、０．５ミル（２．５マ
イクロメートル）～１０ミル（２５０マイクロメートル）の範囲、０．５ミル（５マイク
ロメートル）～１０ミル（２５０マイクロメートル）の範囲、０．５ミル（１２．５マイ
クロメートル）～５ミル（１２５マイクロメートル）の範囲、１ミル（２５マイクロメー
トル）～５ミル（１２５マイクロメートル）の範囲、１ミル（２５マイクロメートル）～
３ミル（７５マイクロメートル）の範囲、又は１ミル（２５マイクロメートル）～２ミル
（５０マイクロメートル）の範囲であってよい。
【０１０８】
　いくつかの実施形態では、接着テープは裏材層に直接的に又は間接的に接着された単一
の感圧性接着剤層を有する。他の実施形態では、接着テープは裏材層の第１の主面に直接
的に又は間接的に接着された第１の感圧性接着剤層と、裏材層の第２の主面に直接的に又
は間接的に接着された第２の感圧性接着剤層とを有する。２つの感圧性接着剤層があると
き、これら２つの層は同じであっても異なっていてもよい。多くの場合、第１の感圧性接
着剤層の接着強度が第２の感圧性接着剤層の接着強度とは異なるように、組成物が選択さ
れる。
【０１０９】
　裏材層及び少なくとも１つの感圧性接着剤層を含有する接着テープは、任意の好適な方
法で形成できる。多くの実施形態において、裏材層は、感圧接着剤層と別に調製される。
裏材層の調製後、少なくとも１つの、別に形成された感圧性接着剤層を、裏材層の主表面
に積層することができる。多くの場合、第１の感圧性接着剤層は裏材層の第１の主表面に
積層され、第２の感圧性接着剤層は裏材層の第２の主表面（すなわち、第１の主表面の反
対側）に積層される。
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【０１１０】
　他の実施形態では、裏材層を形成してから、先に調製された裏材層の少なくとも１つの
表面に第１の感圧性接着剤層を適用する。すなわち、裏材層は、第１の感圧性接着剤層の
付着のための支持体として機能する。コーティング又は押出成形のような、任意の付着方
法を使用することができる。２つの感圧性接着剤層を接着テープが有する場合は、別に形
成された第２の感圧性接着剤層の積層によって、第２の感圧性接着剤層を、裏材層のもう
一方の主面（すなわち、第２の主面）に隣接させて位置付けることができる。あるいは、
第２の感圧性接着剤組成物を裏材層のもう一方の主面にコーティングすること又は押出成
形することができる。この代替実施形態では、第１の感圧性接着剤層は、多くの場合、第
１の剥離ライナーに隣接して位置付けられる。
【０１１１】
　２つの接着剤層を伴う接着テープを作製する別の例では、剥離ライナーに配置された２
つの接着剤層の間に裏材層を鋳造することができる。すなわち、第１の感圧性接着剤層を
第１の剥離ライナー上に調製することができ、第２の感圧性接着剤層を第２の剥離ライナ
ー上に調製することができ、ポリ（アルキレン）コポリマーをこれら２つの接着剤層の間
に鋳造することができる。熱いポリ（アルキレン）コポリマー押出品を、第１の接着剤層
及び第２の接着剤層に積層することができる。ブロッキング剤又はスリップ剤は必要ない
。その結果得られる構成体は、次の層：第１の剥離ライナー－第１の接着剤層－裏材層－
第２の接着剤層－第２の剥離ライナー、を有することができる。
【０１１２】
　更に別の方法では、裏材層及び感圧性接着剤層（接着剤層が１つ又は２つ望まれるかど
うかによって、１つ又は２つ）を２つのライナーの間に押出成形することができる。ある
いはまた、剥離ライナーを共押出成形してもよい。２つの剥離ライナーの使用を伴うこれ
らの方法のほとんどにおいて、抗ブロッキング剤及びスリップ剤のような添加剤は必要な
い。光学的透明性を提供又は維持するために想定され得る、任意の他の方法もまた使用す
ることができる。
【０１１３】
　別の態様では、物品を提供する。第１の実施形態では、物品は、第１の基材と、第１の
基材に接着された接着テープと、を含む。接着テープは、（Ａ）裏材層と、（Ｂ）裏材層
の第１の主面に隣接する第１の感圧性接着剤層と、（Ｃ）第１の基材を越えて延在するツ
メと、を含む。接着テープは、上述したものと同じである。ツメを引くことによって接着
テープが引き伸ばされ、第１の基材から接着テープが剥離される。接着テープは、ツメが
引かれたとき、破断せずに第１の方向に少なくとも５０パーセント引き伸ばし可能である
。物品のこの実施形態では、第１の感圧性接着剤層は第１の基材と裏材層との間に位置付
けられ、感圧性接着剤層は第１の基材及び裏材層の両方に直接的に又は間接的に接着され
る。
【０１１４】
　第２の実施形態では、物品は、第１の基材と、第２の基材と、第１の基材と第２の基材
との間に位置付けられた接着テープと、を含む。接着テープは、第１の基材を第２の基材
に連結する。接着テープは、（Ａ）裏材層と、（Ｂ）裏材層の第１の主面に隣接する第１
の感圧性接着剤層及び裏材層の第２の主面に隣接する第２の感圧性接着剤層と、（Ｃ）第
１の基材及び第２の基材の少なくとも１つを越えて延在するツメと、を含み、ツメは裏材
層の部分であるか、又は裏材層に付着される。接着テープは、上述したものと同じである
。ツメを引くことによって接着テープが引き伸ばされ、第１の基材から、又は第２の基材
から、又は第１の基材及び第２の基材の両方から、接着テープが剥離される。接着テープ
は、ツメが引かれたとき、破断せずに第１の方向に少なくとも５０パーセント引き伸ばし
可能である。物品のこの実施形態では、第１の感圧性接着剤層は第１の基材と裏材層との
間に位置付けられ、第１の感圧性接着剤層は第１の基材及び裏材層の両方に直接的に又は
間接的に接着される。加えて、第２の感圧性接着剤層は第２の基材と裏材層との間に位置
付けられ、第２の感圧性接着剤層は第２の基材及び裏材層の両方に直接的に又は間接的に
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接着される。
【０１１５】
　２つの基材を接着テープで連結する工程は、それぞれの接着剤層に隣接する剥離ライナ
ーを含む形態で接着テープを提供することを含み得る。すなわち、接着テープは、第１の
剥離ライナー－第１の接着剤層－裏材層－第２の接着剤層－第２の剥離ライナーという順
序で配列された層の構成体として提供され得る。第１の剥離ライナーを取り除いて、第１
の接着剤層を曝露することができる。次に、曝露された第１の接着剤層を第１の基材に隣
接させて位置付け、第１の基材に直接的に又は間接的に接着することができる。次に、第
２の剥離ライナーを取り除いて、第２の接着剤層を曝露することができる。次に、曝露さ
れた第２の接着剤層を第２の基材に隣接させて位置付け、第２の基材に直接的に又は間接
的に接着することができる。多くの場合、一方が他方からより容易に取り除かれるように
、異なる剥離ライナーが使用される。
【０１１６】
　任意の好適な基材を、それぞれの感圧性接着剤層に接着することができる。基材は、任
意の望まれる機能を提供することができ、任意の好適な材料から形成することができ、か
つ任意の望まれる可撓性、サイズ、形状、厚さ、又はアスペクト比を有することができる
。基材は単層であってもよく、支持層、プライマー層、ハードコート層（例えばアクリル
系又はポリウレタン）、装飾デザインなどのような材料の多重層を含んでもよい。一方の
基材又は両方の基材が、別の物品の外側の表面の層であってもよい。一方の基材又は両方
の基材が、高分子材料、ガラス材料、セラミック材料、金属含有材料（例えば、金属、金
属酸化物、金属合金、又は有機金属化合物）、又はこれらの組み合わせのような任意の好
適な材料を含有することができる。
【０１１７】
　基材に使用される代表的な金属、金属酸化物、又は金属合金は、インジウムスズ酸化物
、チタン、ニッケル、スチール、アルミニウム、銅、亜鉛、鉄、コバルト、銀、金、プラ
チナ、鉛などを含有することができる。基材に使用される代表的な高分子材料としては、
ポリカーボネート、ポリエステル（例えば、ポリエチレンテレフタレート及びポリエチレ
ンナフタレート）、ポリウレタン、ポリ（メタ）アクリレート（例えば、ポリメチルメタ
クリレート）、ポリビニルアルコール、ポリ塩化ビニル、ポリエチレンのようなポリオレ
フィン、ポリプロピレン、又はポリノルボルネンのようなポリ（環式オレフィン）、ポリ
塩化ビニル、ポリイミド、セルローストリアセテート、アクリロニトリル－ブタジエン－
スチレンコポリマー、エポキシ、ナイロンなどが挙げられる。
【０１１８】
　いくつかの物品では、接着テープへの取り付けに先立ち、基材をプライミング処理する
。任意の好適なプライミング処理を使用することができる。ポリマー基材に対しては、裏
材層で使用するものとして上述したプライミング処理を使用することができる。様々な既
知の化学的プライミング処理を他の基材に対して使用することができる。
【０１１９】
　物品のいくつかの実施形態では、第２の基材が第１の基材及び第２の基材の両方を通し
て見えるように、光学的に透明な接着テープを第１の基材と第２の基材との間に位置付け
ることができる。すなわち、２つの基材間に位置付けられた接着テープの領域は、光学的
に透明である。第２の基材は、好ましくは、第１の基材及び引き伸ばし剥離可能な接着テ
ープの両方を通して、歪みなく見ることができる。第２の基材及び第１の基材は、例えば
、光学的に連結され得る。本明細書で使用される用語「光学的に連結される」とは、第１
の基材と第２の基材との間のあらゆる空隙が除去されることを意味する。空隙は、基材間
の屈折率の不一致をもたらす場合がある。基材の光学的連結は、多くの場合、輝度の強化
及びコントラストの強化をもたらす。更に、基材の連結は、構造的支持の増加を提供する
ことができる。
【０１２０】
　各基材は、例えば、可撓性、剛性、強度又は支持、伝導性又は絶縁性、反射率、抗反射
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率、偏光、又は透過率（例えば、異なる波長に対して選択的）を提供するような種々の機
能を有してもよい。すなわち、基材は可撓性又は剛性であり得、反射性又は非反射性であ
り得、視覚的に透明、着色しているが透過性、又は不透明（例えば、非透過性）であり得
、及び偏光性又は非偏光性であり得る。結果的に得られる物品は、光学素子であってよく
、又は光学素子を調製するために使用されてもよい。本明細書で使用される用語「光学素
子」とは、光学的効果又は光学的用途を有する物品又は構成要素を指す。光学素子は、例
えば、電子ディスプレイ投射装置又はアプリケーション、フォトニクス装置又はアプリケ
ーション、及びグラフィック装置又はアプリケーションに使用することができる。
【０１２１】
　これらの装置又はアプリケーションのいくつかでは、第１の基材及び第２の基材のうち
の少なくとも１つは、ディスプレイ（例えば、電子ディスプレイ）、偏光器、タッチパネ
ル、レンズ、リフレクター、回折格子、鏡、投射プリズム、又は多層光学フィルムの外側
層から選択される。代表的な基材としては、液晶ディスプレイ、エレクトロウェッティン
グディスプレイ、プラズマディスプレイ、陰極線管、又はタッチセンサーの外側層が挙げ
られるが、これらに限定されない。
【０１２２】
　より具体的には、第１の基材と、第２の基材と、第１の基材と第２の基材との間に位置
付けられた引き伸ばし剥離可能な接着テープと、を含む物品が提供される。第１の基材及
び第２の基材のうちの少なくとも１つは、ディスプレイ、偏光器、タッチパネル、レンズ
、リフレクター、回折格子、鏡、投射プリズム、又は多層光学フィルムから選択される。
引き伸ばし剥離可能な接着テープは光学的に透明であり、第１の基材を第２の基材に連結
する。引き伸ばし剥離可能な接着テープは、（Ａ）ポリ（アルキレン）コポリマーを含有
する裏材層と、（Ｂ）裏材層の第１の主表面に隣接する第１の感圧性接着剤層及び裏材層
の第２の主表面に隣接する第２の感圧性接着剤層であって、各感圧性接着剤層がポリイソ
ブチレン材料を含む第１及び第２の感圧性接着剤層と、（Ｃ）第１の基材及び第２の基材
のうちの少なくとも１つを越えて延在するツメと、を含む。接着テープは、破断せずに第
１の方向に少なくとも５０パーセント引き伸ばし可能である。例えば、接着テープの長さ
は、破断せずに少なくとも５０パーセント増加することができる。
【０１２３】
　いくつかの用途では、第１の基材は、情報ディスプレイ装置の部分である第２の基材に
連結された保護層である。保護層は、保護フィルム、ガラスの層、ポリカーボネートの層
などであってよい。保護層は、例えば、情報ディスプレイ装置のカバーレンズとして機能
することができる。情報ディスプレイ装置の例としては、液晶ディスプレイ、プラズマデ
ィスプレイ、フロント及びリアプロジェクションディスプレイ、陰極線管及び看板を含む
、広範な表示域構成を有する装置が挙げられる。このような表示域構成を、携帯情報端末
、携帯電話、タッチスクリーン、腕時計、カーナビゲーションシステム、グローバルポジ
ショニングシステム、測深器、計算機、電子書籍、ＣＤ又はＤＶＤプレーヤー、投射型テ
レビスクリーン、コンピュータモニタ、ノートパソコンのディスプレイ、計器、計器パネ
ルカバー、又はグラフィックディスプレイのような看板等を含む、種々の持ち運び可能な
及び持ち運びできない情報ディスプレイ装置で使用することができる。いくつかの用途で
は、全ての空隙が除去された剛性カバーとディスプレイ画面との間の固着は、表示される
画像の質を向上させることができる。
【０１２４】
　いくつかの特定の用途では、光学的に透明な、引き伸ばし剥離可能な接着テープは、情
報ディスプレイ装置と、ガラス又はポリカーボネートで調製されたカバーレンズとを連結
することができる。すなわち、物品は、次の構成体を有することができる：カバーレンズ
－光学的に透明な、引き伸ばし剥離可能な接着テープ－情報ディスプレイ装置。より具体
的には、物品は、カバーレンズ－第１の光学的に透明な接着剤層－裏材層－第２の光学的
に透明な接着剤層－情報ディスプレイ装置の順序で配列され得る。情報ディスプレイ装置
は、カバーレンズと、光学的に透明な、引き伸ばし剥離可能な接着テープとの両方を通し
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て見ることによって目視できる。例えば、第１の基材がカバーレンズであり、第２の基材
が液晶ディスプレイである場合がある。液晶ディスプレイの外側表面は、多くの場合、偏
光器である。他の例では、第１の基材がカバーレンズであり、第２の基材が、主にガラス
である外側表面を伴うエレクトロウェッティングディスプレイである場合がある。
【０１２５】
　光学的に透明な接着テープを使用して、２つより多くの基材を１つに連結することがで
きる。すなわち、物品は、２つより多くの基材及び２つ以上の光学的に透明な接着テープ
を含むことができる。例えば、物品は、第１の基材－第１の光学的に透明な、引き伸ばし
剥離可能な接着テープ－第２の基材－第２の光学的に透明な、引き伸ばし剥離可能な接着
テープ－第３の基材という順序で配列され得る。より具体的には、物品は、第１の基材－
第１の光学的に透明な接着剤層－第１の裏材層－第２の光学的に透明な接着剤層－第２の
基材－第３の光学的に透明な接着剤層－第２の裏材層－第４の光学的に透明な接着剤層－
第３の基材という順序で配列されることになる。第３の基材は、第１の基材、第１の光学
的に透明な接着剤層、第２の基材、及び第２の光学的に透明な接着剤層を通して見ること
によって目視することができる。例えば、第１の基材はカバーレンズである場合があり、
第２の基材はタッチパネルである場合があり、第３の基材は液晶ディスプレイのような情
報ディスプレイ装置である場合がある。タッチパネルは、多くの場合、ガラス、ポリエス
テル、又はインジウムスズ酸化物の外側表面を有する。
【０１２６】
　あるいは、光学的に透明な、引き伸ばし剥離可能な接着テープを使用して２つの基材を
１つに連結し、別の光学的に透明な接着剤を使用して追加的な基材を接合することができ
る。例えば、物品は、第１の基材－光学的に透明な接着剤－第２の基材－光学的に透明な
、引き伸ばし剥離可能な接着テープ－第３の基材という順序で配列され得る。具体的な例
として、第１の基材はカバーレンズである場合があり、第２の基材はタッチパネルである
場合があり、第３の基材は液晶ディスプレイのような情報ディスプレイ装置である場合が
ある。この実施形態は、情報ディスプレイ装置をほかの物品に連結するためだけに、引き
伸ばし剥離可能な接着テープを使用する。より安価な構成要素は、引き伸ばし剥離可能で
ない接着剤を使用して連結することができる。
【０１２７】
　他の用途では、基材の少なくとも１つは光学フィルムである。任意の好適な光学フィル
ムを物品に使用することができる。本明細書で使用するとき、用語「光学フィルム」は、
光学的効果を生み出すために使用できるフィルムを指す。光学フィルムは、典型的には、
単層又は複層であり得る、ポリマー含有フィルムである。いくつかの光学フィルムは、異
なる屈折率を有するポリマー材質を交互に重ねた層を有する。他の光学フィルムは、ポリ
マー層と金属含有層とを交互に重ねた層を有する。光学フィルムは可撓性であり、好適な
任意の厚さにすることができる。光学フィルムは、多くの場合、電磁スペクトルの一部の
波長（例えば、電磁スペクトルの可視紫外線範囲、赤外線範囲の波長、又は無線周波数範
囲）に対して、少なくとも部分的に透過性、反射性、反射防止性、偏光性、光学的に透明
、又は拡散性である。代表的な光学フィルムには、可視光鏡面フィルム、カラー鏡面フィ
ルム、太陽光反射フィルム、赤外線反射フィルム、紫外線反射フィルム、反射偏光フィル
ム（輝度上昇フィルム及びデュアル輝度上昇フィルムを含む）、吸収性偏光フィルム、光
学的に透明なフィルム、色付きフィルム、及び反射防止性フィルムが挙げられるが、これ
らに限定されない。代表的な光学フィルムについては、米国特許第６，０４９，４１９号
（Ｗｈｅａｔｌｅｙら）、同第５，８８２，７７４号（Ｊｏｎｚａら）、同第６，０４９
，４１９号（Ｗｈｅａｔｌｅｙら）、同ＲＥ第３４，６０５号（Ｓｃｈｒｅｎｋら）、同
第５，５７９，１６２号（Ｂｊｏｒｎａｒｄら）、及び同第５，３６０，６５９号（Ａｒ
ｅｎｄｓら）に更に説明されている。
【０１２８】
　引き伸ばし剥離可能な接着テープと連結された２つの基材を含む物品は、耐久性であっ
てよい。本明細書で使用するとき、用語「耐久性である」とは、物品を高い温度（例えば
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、少なくとも５０℃、少なくとも６０℃、少なくとも７０℃、少なくとも８０℃、又は少
なくとも８５℃）及び湿度条件（例えば、少なくとも７０パーセントの相対湿度、少なく
とも７５パーセントの相対湿度、少なくとも８０パーセントの相対湿度、少なくとも８５
パーセントの相対湿度、又は少なくとも９０パーセントの相対湿度）に層間剥離なく曝す
ことができることを意味する。高い温度及び相対湿度の条件を少なくとも１日間、少なく
とも２日間、少なくとも３日間、少なくとも４日間、少なくとも５日間、少なくとも６日
間、又は少なくとも７日間、維持することができる。例えば、物品を、６０℃及び９０パ
ーセントの相対湿度、又は８５℃及び８５パーセントの相対湿度のような条件に、層間剥
離なく１週間曝すことができる。接着テープが光学的に透明な多くの実施形態では、接着
テープは、高い温度及び湿度条件に曝露された後でさえ光学的に透明に維持される。例え
ば、曇りは５以下に維持することができ、視感透過率は少なくとも９０パーセントであっ
てよい。好ましくは、高い温度及び湿度条件に曝されることにより物品内に気泡は形成さ
れず、光学的歪みも生じない。
【０１２９】
　別の言い方をすれば、感圧性接着剤層は、典型的に、残留物をほとんど又は全く残さず
に取り除く（剥離する）ことができる。接着剤層の取り除きの後、基材に接着剤はないか
又は実質的にない。例えば、接着剤層は、ガラス基材に少なくとも１週間又は少なくとも
４週間のような長期間にわたって接着された後に、ガラス基材に接着剤がないか（すなわ
ち接着剤残留物がない）又は実質的にない（すなわち接着剤残留物がほとんどない）よう
に取り除くことができる。
【０１３０】
　加えて、接着テープ又は感圧性接着剤層は、好ましくは、高い温度及び湿度条件に曝露
されたときに黄変しない。すなわち、接着テープは、長期間にわたって紫外線に対する抵
抗性を有することができる。なお更に、接着テープは、湿気に曝露される条件下で使用す
ることができる。接着剤は、多くの場合、屋内及び屋外両方の用途に使用することができ
る。
【０１３１】
　なお更に、接着テープは、高い湿度条件下で使用することができる。言い換えれば、ポ
リイソブチレン材料を含む接着剤組成物は、水分保護層として機能することができる。接
着テープは、高い湿度条件下で透明のままである傾向と、接着特性を保持する傾向がある
。接着剤層は通常、ガス放出傾向がある基材に隣接して配置できる。ポリカーボネート又
はポリ（メタ）アクリレートなどの基材は、厚さが約１ミリメートル超、約２ミリメート
ル超、約５ミリメートル超、又は約１０ミリメートル超であるとき、ガス放出傾向がある
。不相溶性の接着剤層が基材に隣接するとき、ガス放出基材は、安定性、透明性、固着強
度、又はその他所望の性能特性に悪影響を及ぼし得る。ガス放出基材に隣接して不相溶性
の接着剤層を適用すると、気泡などの欠陥の原因となり得、又は接着剤層と基材の部分的
若しくは完全な層間剥離の原因となり得る。本明細書に記載の、ポリイソブチレン材料を
含むが、粘着付与樹脂を少量含む又は含まない接着剤層は、典型的には、ガス放出基材に
隣接して配置した際の、気泡の形成や層間剥離がない。
【０１３２】
　接着剤層は通常、カルボキシ基（すなわち、－ＣＯＯＨ）などの酸性基を含まないか又
は実質的に含まないように処方される。接着剤組成物は酸性基なしに処方できるため、酸
性物質の存在に感受性のある表面に隣接して接着剤層を配置できる。例えば、酸化インジ
ウムスズなどの電極材料又は他の金属含有材料に接触して接着剤層を配置できる。
【０１３３】
　両面接着テープは、２つの基材に接着した後に（すなわち、接着テープは２つの基材間
に位置付けることができる）、接着テープの裏材層及び接着剤層を引き伸ばすことによっ
て、一方又は両方の基材から剥離することができる。剥離された後、接着テープを２つの
基材の間から取り除き、基材を互いに分離することができる。接着テープは、第２の感圧
性接着剤を第２の基材から完全に剥離する前に、第１の感圧性接着剤層を第１の基材から
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剥離できるように構成することができる。すなわち、接着テープは、第１の基材から、及
び第２の基材からの制御された順序の剥離を提供するように構成することができる。これ
は、多くの場合、第１の感圧性接着剤と第２の感圧性接着剤の層の組成物を変化させるこ
とによって達成することができる。あるいは、これは、米国特許第６，００１，４７１号
（Ｂｒｉｅｓら）に記載されているように、感圧性接着剤層の１つに非接着域を有するこ
とによって達成することができる。
【０１３４】
　接着テープは、２つの基材の連結に欠陥がある場合に、引き伸ばしによって剥離するこ
とができる。製作中の欠陥は、２つの基材の不整合、２つの基材間への気泡の入り込み、
又は模様若しくは皺の形成の結果である場合がある。あるいは、基材は、基材のうち少な
くとも１つを再使用できるように分離することができる。典型的に、引き伸ばし剥離接着
テープは、基材間から、視認できる接着剤残留物をどちらの基材にも残さず又はほとんど
残さずに、きれいに取り除くことができる。加えて、引き伸ばし剥離接着テープは、通常
、いずれの基材の外観、機能、又は性能も損なわずに取り除くことができる。接着テープ
は引き伸ばしによって取り除くことができるが、接着テープは、引き伸ばされるまでは高
荷重のせん断粘着力を提供することができる。
【０１３５】
　また、装置の耐用期間にわたって、交換又はリサイクルのために基材のうちの１つを取
り除くことが望まれる場合は、基材間の接着テープを引き伸ばし剥離することによって２
つの基材を分離することができる。それらの基材は、いずれの基材も損なわずに分離する
ことができる。これは、基材の一方又は両方を損なう場合のある応力レベルを典型的に導
入する他の多くの分離方法に勝る利点である。そのような分離は、多くの既知の感圧性接
着剤では非常に困難である場合がある。
【０１３６】
　いくつかの用途では、引き伸ばし剥離プロセスを助けるために巻き取り用具を使用して
、２つの基材間からの接着テープの取り除きを促進することが望ましい場合がある。その
ような巻き取り用具は、接着テープのツメを付着させる円筒のような、ごく単純なもので
ある場合がある。巻き取り用具を回転させ、接着テープが引き伸ばされるにつれて巻き取
られるようにすることができる。そのようなプロセスでは、十分な幅の電動ローラーを使
用して機械化することにより、ツメの全幅を同時にかつ滑らかに引いて、ゼロ度剥離によ
って基材から接着テープを取り除くことができる。機械化された装置により接着テープに
付加される応力及びひずみ率を制御することによって、裏材層を引き裂かずに、かつ基材
に接着剤残留物を一切残さずに、接着テープを剥離及び取り除くことができる。機械化の
アプローチは、大型の電子ディスプレイ又はグラフィックのような大きい基材を分離する
場合に特に有利であろう。真空操作装置を使用して、分離する工程中の基材を持ち上げ、
支持することができる。真空操作用具で基材を固定することにより、２つの基材間からの
接着テープの剥離及び取り除きを阻止又は妨害し得る追加的な圧縮力を接着テープに与え
ずに基材を固定することができるまた、真空操作用具を使用して、接着テープの取り除き
後に損傷なく基材を回収することができる。
【実施例】
【０１３７】
　これらの実施例は、例示のためだけのものであり、添付の特許請求の範囲を限定するこ
とを意味しない。別段の記載のない限り、実施例及びこれ以降の明細書に記載される部、
百分率、及び比率は全て、重量に基づく。使用した溶媒及びその他の試薬は、別段の記載
のない限り、Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｍｉｌ
ｗａｕｋｅｅ，ＷＩ）から入手した。
【０１３８】
　材料
　ｐＢＤＡは、Ｓａｎ　Ｅｓｔｅｒ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，ＮＹ
）から入手できるポリブタジエンジアクリレートを指す。
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【０１３９】
　ＥＳＣＯＲＥＺ　５３４０は、ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ（Ｈｏｕｓｔ
ｏｎ，ＴＸ）から入手できる脂環式炭化水素粘着付与樹脂の商品名である。
【０１４０】
　ＢＰは、Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｍｉｌｗ
ａｕｋｅｅ，ＷＩ）から入手できるベンゾフェノンを指す。
【０１４１】
　ＢＰＯは、Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｍｉｌ
ｗａｕｋｅｅ，ＷＩ）から入手できるベンゾイルペルオキシドを指す。
【０１４２】
　ＩＲＧＡＮＯＸ　１０１０は、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ（Ｈａｗｔｈｏｒｎｅ，ＮＹ）か
ら市販されるテトラキス－（メチレン－（３，５－ジ－（ｔｅｒｔ）－ブチル－４－ヒド
ロシンナメート））メタンの商品名である。この化合物は酸化防止剤として使用する。
【０１４３】
　ＵＶＩＮＯＬ　Ｄ５０は、ＢＡＳＦ（Ｌｕｄｗｉｇｓｈａｆｅｎ，Ｇｅｒｍａｎｙ）か
ら市販される２，２’，４，４’－テトラヒドロキシベンゾフェノンを指す。この化合物
はＵＶ吸収剤として使用する。
【０１４４】
　ＥＸＡＣＴ　５１８１は、ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ（Ｈｏｕｓｔｏｎ，ＴＸ）から入手で
きる、メルトインデックスが１．１グラム／１０分であり、密度が０．８７グラム／立法
センチメートルであるエチレン－オクテンコポリマーの商品名である。
【０１４５】
　ＥＸＡＣＴ　８２１０は、ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ（Ｈｏｕｓｔｏｎ，ＴＸ）から入手で
きる、メルトインデックスが１０グラム／１０分であり、密度が０．８８２グラム／立法
センチメートルであるエチレン－オクテンコポリマーの商品名である。
【０１４６】
　ＰＥＴは、厚さが２ミル（５０マイクロメートル）（１ミルは０．００１インチ（０．
０２５ミリメートル）と等しい）のポリエチレンテレフタレートフィルムを指し、３Ｍ（
Ｓｔ．Ｐａｕｌ，ＭＮ）から商品名ＳＣＯＴＣＨＰＡＲで市販されている。
【０１４７】
　商品名ＯＰＰＡＮＯＬ　Ｂ１５、ＯＰＰＡＮＯＬ　Ｂ３０、ＯＰＰＡＮＯＬ　Ｂ５０、
ＯＰＰＡＮＯＬ　Ｂ８０、及びＯＰＰＡＮＯＬ　Ｂ１００のポリイソブチレン（ＰＩＢ）
は、ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｆｌｏｒｈａｍ　Ｐａｒｋ，ＮＪ）から入手し
た。Ｂ１５と称するＯＰＰＡＮＯＬ　Ｂ１５は、約７５，０００グラム／モルの数平均分
子量、及び２５５，０００グラム／モルの重量平均分子量を有する。Ｂ３０と称するＯＰ
ＰＡＮＯＬ　Ｂ３０は、約７３，０００グラム／モルの数平均分子量を有する。Ｂ５０と
称するＯＰＰＡＮＯＬ　Ｂ５０は、約１２０，０００グラム／モルの数平均分子量を有す
る。Ｂ８０と称するＯＰＰＡＮＯＬ　Ｂ８０は、約２００，０００グラム／モルの数平均
分子量を有する。
【０１４８】
　Ａｌｄｒｉｃｈ－１は、Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ（Ｍｉｌｗａｕｋｅｅ，ＷＩ）か
ら入手した１，０００，０００グラム／モルの重量平均分子量を有するポリイソブチレン
ホモポリマーを指す。
【０１４９】
　Ａｌｄｒｉｃｈ－２は、Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ（Ｍｉｌｗａｕｋｅｅ，ＷＩ）か
ら入手した４，２００，０００グラム／モルの重量平均分子量を有するポリイソブチレン
ホモポリマーを指す。
【０１５０】
　試験方法
　引き伸ばし剥離応力測定
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　二重コーティングした接着テープストリップ（１．２５ｃｍ×２．５ｃｍ）を２枚のガ
ラス製顕微鏡スライド（７．６ｃｍ×３．８０ｃｍ）の間に配置し、このアセンブリの一
方の末端から突出した２５ｍｍのツメを残した。このアセンブリを４．５ｋｇのローラー
で２回加圧し、スライドに接着剤ストリップをしっかりと固着させた。ガラススライドを
下位（固定）のつかみ具で把持し、ツメを上位（クロスヘッド）のつかみ具でクランプす
るように、アセンブリを引張り試験機（Ｉｎｓｔｒｏｎ　Ｃｏ（Ｃａｎｔｏｎ，ＭＡ）の
ＩＮＳＴＲＯＮ　Ｍｏｄｅｌ　４５０１）に装着した。つかみ具を３０．５ｃｍ／分の速
度で分離し、引き伸ばしにより剥離を生じるのに必要な平均力（剥離応力、Ｎ／ｃｍ２で
表す）を記録した。接着テープが２つの基材のうちの１つからきれいに取り除かれたこと
を示す「はい」又は相当量の残留物が剥がされた基材上に残ったことを示す「いいえ」の
いずれかで結果を特徴づけた。
【０１５１】
　曇り及び視感透過率
　曇り及び視感透過率を、ＢＹＫ　Ｇａｒｄｎｅｒ（Ｃｏｌｕｍｂｉａ，Ｍｄ．）のＧａ
ｒｄｎｅｒ　ＢＹＫ　Ｃｏｌｏｒ　ＴＣＳ　Ｐｌｕｓモデル８８７０光分析装置を使用し
て、ＡＳＴＭ　１００３－０７に記述されている方法に従って測定した。ＣＩＥ標準発光
体Ａを使用した。曇りパーセント及び視感透過率パーセントを記録した。
【０１５２】
　裏材層の調製：
　裏材層を、０．７５インチ（１．９１ｃｍ）のＣ．Ｗ．Ｂｒａｂｅｎｄｅｒ　Ｉｎｓｔ
ｒｕｍｅｎｔｓ　Ｉｎｃ．（Ｓｏ．Ｈａｃｋｅｎｓａｃｋ，ＮＪ）から市販される、混合
スクリュー付きＢＲＡＢＥＮＤＥＲ実験室用押出成形機モデルＤ－５で調製した。裏材樹
脂を溶融及び混合した後、押出物を６インチ（１５．２ｃｍ）のフラット型キャスト用押
出ダイに押し通し、フィルムを形成した。押出成形機内の温度は、それぞれ１６０℃（ゾ
ーン１）、１８０℃（ゾーン２）、１９０℃（ゾーン３）、１９０℃（アダプター）、及
び１９０℃（ダイ）であった。続いて、押し出されたフィルムを、２枚のＰＥＴフィルム
間に鋳造した。得られたラミネート（ＰＥＴ／押出フィルム／ＰＥＴ）を冷硬ロールスタ
ックに通して、樹脂コポリマーを冷却及び固化した。ラインスピードを調製し、所望の厚
さを有する固化フィルムを製造した。ＰＳＡ層に積層する前に、エアコロナ処理装置モデ
ルＢＤ－２０（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ，Ｉｎｃ．（Ｃｈｉｃａｇｏ，
ＩＬ））を使用して裏材層を前処理した。ＰＳＡ層の積層直前に、０．５平方フィート／
分（０．０４６平方ｍ／分）の速度でフィルムの各面をコロナ処理にかけた。
【０１５３】
　（実施例１～３１）
　ＰＩＢのみ、又はＰＩＢと粘着付与剤の混合物を、表１の２列目に定める比率で調製し
た。固体パーセントを表１の３列目に示す。接着剤組成物のその他成分は表１の５～９列
目に示す。各接着剤組成物を、シリコーン処理済みＰＥＴ剥離ライナー（ＣＰ　Ｆｉｌｍ
ｓ（Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，ＭＯ）のＣＬＥＡＲＳＩＬ　Ｔ５０）上にコーティングした。こ
のコーティングしたサンプルを、５０分間７０℃のオーブン内で乾燥し、試験前に周囲温
度で一晩放置した。熱硬化については、サンプルを１５０℃のオーブン内に５分間置いた
。ＵＶ硬化については、総線量５００ｍＪ／ｃｍ２又は７５０ｍＪ／ｃｍ２で、Ｆｕｓｉ
ｏｎ「Ｈ」バルブを使用するＦｕｓｉｏｎ　ＵＶ　Ｃｕｒｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍでサンプ
ルを照射した。照射後、これらのサンプルを試験前に周囲温度で一晩保管した。
【０１５４】
　裏材層（各サンプルについて表１に示す）上に上記で調製したＰＳＡ層を積層し、接着
剤テープを調製した。１枚のシリコーン処理済みＰＥＴ剥離ライナーをＰＳＡ層から取り
除き、露出したＰＳＡ層面を裏材層に接触させ、４．５ポンド（２．０ｋｇ）のゴムでカ
バーしたローラーを使用して、裏材層上に接着剤を押し付けることにより、室温で積層を
実施した。裏材層の反対側においてもこの手順を繰り返し、裏材層の両面にＰＳＡ層を備
える接着テープを作製した。接着テープの様々な特有の性質を測定し、結果を表２に示す
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【０１５５】
【表１－１】

 
【０１５６】
【表１－２】
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